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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための２ステップ
ランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセットを
識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための４ステ
ップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセッ
トを識別することと、
　基地局の通信チャネルのチャネルメトリックに少なくとも部分的に基づいて、前記２ス
テップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセスプロシージ
ャのうちの１つを選択することと、前記２ステップランダムアクセスプロシージャが選択
されたとき、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが選択され、前記４ステ
ップランダムアクセスプロシージャが選択されたとき、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセットが選択され、
　リソースの前記選択されたサブセットを使用してランダムアクセスメッセージを送信す
ることと、
を備える、方法。
【請求項２】
　前記選択することが、前記通信チャネルのチャネル品質に少なくとも部分的に基づく、
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請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記選択することは、前記２ステップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステ
ップランダムアクセスプロシージャを選択するための１つまたは複数の構成されたしきい
値に少なくとも部分的に基づく、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするためのユーザ機器
（ＵＥ）による使用のための２ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダム
アクセスリソースの第１のサブセットを識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための前記Ｕ
Ｅによる使用のための４ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセ
スリソースの第２のサブセットを識別することと、
　前記２ステップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセス
プロシージャのうちの１つを選択するための前記ＵＥのための１つまたは複数の選択基準
を構成することと、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセット、または前記選択基準のうちの１つまたは複数の指示を前記ＵＥに送信
することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の選択基準が、前記ＵＥに関連する通信
チャネルのチャネル品質しきい値を含み、
　を備える、方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の選択基準が、前記２ステップランダムアクセスプロシージャまた
は前記４ステップランダムアクセスプロシージャを選択するための１つまたは複数の構成
されたしきい値を含む、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
　請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信するメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための２ステップ
ランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセットを
識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための４ステ
ップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセッ
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トを識別することと、
　基地局の通信チャネルのチャネルメトリックに少なくとも部分的に基づいて、前記２ス
テップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセスプロシージ
ャのうちの１つを選択することと、前記２ステップランダムアクセスプロシージャが選択
されたとき、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが選択され、前記４ステ
ップランダムアクセスプロシージャが選択されたとき、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセットが選択され、
　リソースの前記選択されたサブセットを使用してランダムアクセスメッセージを送信す
ることと、
　を行わせる、装置。
【請求項９】
　前記メモリに記憶された前記命令は、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装
置に、
　前記通信チャネルのチャネル品質に少なくとも部分的に基づき、前記２ステップランダ
ムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセスプロシージャのうちの１
つを選択すること、
　を実行させる、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記メモリに記憶された前記命令は、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装
置に、
　１つまたは複数の構成されたしきい値に少なくとも部分的に基づき、前記２ステップラ
ンダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセスプロシージャのうち
の１つを選択すること、
　を実行させる、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信するメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするためのユーザ機器
（ＵＥ）による使用のための２ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダム
アクセスリソースの第１のサブセットを識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための前記Ｕ
Ｅによる使用のための４ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセ
スリソースの第２のサブセットを識別することと、
　前記２ステップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセス
プロシージャのうちの１つを選択するための前記ＵＥのための１つまたは複数の選択基準
を構成することと、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセット、または前記選択基準のうちの１つまたは複数の指示を前記ＵＥに送信
することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の選択基準が、前記ＵＥに関連する通信
チャネルのチャネル品質しきい値を含み、
　を行わせる、装置。
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【請求項１３】
　前記１つまたは複数の選択基準が、前記２ステップランダムアクセスプロシージャまた
は前記４ステップランダムアクセスプロシージャを選択するための１つまたは複数の構成
されたしきい値を含む、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶したコンピュータ読取可能な
記憶媒体であって、前記コードは、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための２ステップ
ランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセットを
識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための４ステ
ップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセッ
トを識別することと、
　基地局の通信チャネルのチャネルメトリックに少なくとも部分的に基づいて、前記２ス
テップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセスプロシージ
ャのうちの１つを選択することと、前記２ステップランダムアクセスプロシージャが選択
されたとき、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが選択され、前記４ステ
ップランダムアクセスプロシージャが選択されたとき、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセットが選択され、
　リソースの前記選択されたサブセットを使用してランダムアクセスメッセージを送信す
ることと、
　を実行可能な命令を備える、コンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項１６】
　前記命令は、
　前記通信チャネルのチャネル品質に少なくとも部分的に基づき、前記２ステップランダ
ムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセスプロシージャのうちの１
つを選択すること、
　を実行可能である、請求項１５に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項１７】
　前記命令は、
　前記２ステップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセス
プロシージャのうちの１つを選択するための１つまたは複数の構成されたしきい値に少な
くとも部分的に基づき、前記２ステップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステ
ップランダムアクセスプロシージャのうちの１つを選択すること、
　を実行可能である、請求項１５に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項１８】
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
　請求項１５に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項１９】
　基地局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶したコンピュータ読取可能な記憶
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媒体であって、前記コードは、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするためのユーザ機器
（ＵＥ）による使用のための２ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダム
アクセスリソースの第１のサブセットを識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための前記Ｕ
Ｅによる使用のための４ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセ
スリソースの第２のサブセットを識別することと、
　前記２ステップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセス
プロシージャのうちの１つを選択するための前記ＵＥのための１つまたは複数の選択基準
を構成することと、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセット、または前記選択基準のうちの１つまたは複数の指示を前記ＵＥに送信
することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の選択基準が、前記ＵＥに関連する通信
チャネルのチャネル品質しきい値を含み、
　を実行可能な命令を備える、コンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数の選択基準が、前記２ステップランダムアクセスプロシージャまた
は前記４ステップランダムアクセスプロシージャを選択するための１つまたは複数の構成
されたしきい値を含む、
　請求項１９に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２１】
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
　請求項１９に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２２】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための２ステップ
ランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセットを
識別するための手段と、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための４ステ
ップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセッ
トを識別するための手段と、
　基地局の通信チャネルのチャネルメトリックに少なくとも部分的に基づいて、前記２ス
テップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセスプロシージ
ャのうちの１つを選択するための手段と、前記２ステップランダムアクセスプロシージャ
が選択されたとき、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが選択され、前記
４ステップランダムアクセスプロシージャが選択されたとき、ランダムアクセスリソース
の前記第２のサブセットが選択され、
　リソースの前記選択されたサブセットを使用してランダムアクセスメッセージを送信す
るための手段と、
　を備える、装置。
【請求項２３】
　選択するための前記手段が、前記通信チャネルのチャネル品質に少なくとも部分的に基
づいて動作可能である、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　選択するための前記手段が、前記２ステップランダムアクセスプロシージャまたは前記
４ステップランダムアクセスプロシージャを選択するための１つまたは複数の構成された
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しきい値に少なくとも部分的に基づいて動作可能である、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするためのユーザ機器
（ＵＥ）による使用のための２ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダム
アクセスリソースの第１のサブセットを識別するための手段と、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための前記Ｕ
Ｅによる使用のための４ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセ
スリソースの第２のサブセットを識別するための手段と、
　前記２ステップランダムアクセスプロシージャまたは前記４ステップランダムアクセス
プロシージャのうちの１つを選択するための前記ＵＥのための１つまたは複数の選択基準
を構成するための手段と、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセット、または前記選択基準のうちの１つまたは複数の指示を前記ＵＥに送信
するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数の選択基準が、前記ＵＥに関連す
る通信チャネルのチャネル品質しきい値を含み、
　を備える、装置。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数の選択基準が、前記２ステップランダムアクセスプロシージャまた
は前記４ステップランダムアクセスプロシージャを選択するための１つまたは複数の構成
されたしきい値を含む、
請求項２５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１７年２月２３日に出
願された、「Discovery Reference Signal Transmission Window Detection and Discove
ry Reference Signal Measurement Configuration」と題する、Ｒａｄｕｌｅｓｃｕらに
よる米国特許出願第１５／４４１，２１５号、および２０１６年４月５日に出願された、
「Discovery Reference Signal Transmission Window Detection and Discovery Referen
ce Signal Measurement Configuration」と題する、Ｒａｄｕｌｅｓｃｕらによる米国仮
特許出願第６２／３１８，７４２号、および２０１６年２月２６日に出願された、「Disc
overy Reference Signal Transmission Window Detection and Discovery Reference Sig
nal Measurement Configuration」と題する、Ｒａｄｕｌｅｓｃｕらによる米国仮特許出
願第６２／３００，７１８号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、発見基準信号（ＤＲＳ：
discovery reference signal）送信ウィンドウ検出と発見信号測定構成とに関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であ
り得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。ワイヤレス多元接続通
信システムは、各々ユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれることがある、複数の通信デバイスのた



(7) JP 6932711 B2 2021.9.8

10

20

30

40

50

めの通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。
【０００４】
　[0004]いくつかの場合には、基地局は、ＵＥが、基地局を識別し、基地局を評価し、基
地局に接続することを可能にするためにＤＲＳを送信し得る。ＵＥは、セルにキャンプオ
ンしている間にまたはセルに接続している間にＤＲＳを監視し得、ネイバリングセルのＤ
ＲＳをも監視し得る。しかしながら、ＤＲＳを監視することは、バッテリー電力を消費し
得る。ＤＲＳ監視は、有用なバッテリー時間を限定し、ユーザエクスペリエンスを劣化さ
せ得る。ＵＥのＤＲＳ監視はまた、接続のための好ましいセルを識別しないようにタイミ
ングをとられ得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]ユーザ機器（ＵＥ）は、ネイバーセルを監視し、結果をサービング基地局に報告
し得る。報告に基づいて、サービング基地局は、ネイバーセルの推定された発見基準信号
（ＤＲＳ）送信ウィンドウを識別し得る。いくつかの場合には、ＵＥは、ネイバーＤＲＳ
送信ウィンドウのパラメータを推定および報告し得、他の場合には、ＵＥは、単に測定報
告を行い得、基地局は、ＤＲＳ送信ウィンドウパラメータを推論し得る。次いで、基地局
は、ＵＥが、効率的な様式でネイバーセルとサービングセルとを監視し得るように、ネイ
バーセルの推定されたパラメータに基づいてＤＲＳ測定タイミング構成（ＤＭＴＣ：DRS 
measurement timing configuration）をＵＥに与え得る。たとえば、ＵＥは、ＤＲＳ送信
が起こる可能性が低い期間中にＤＲＳを監視することを控えることによってバッテリー寿
命を温存し得る。
【０００６】
　[0006]いくつかの例では、ＵＥは、ＤＲＳがＤＲＳ送信ウィンドウ中に受信されないと
決定し得、これは、たとえば、共有無線周波数スペクトル帯域における、チャネルを求め
る競合に勝つことへのセルの失敗に起因し得る。そのような場合、ＵＥは、ＤＲＳを受信
しないことにより無線リンク障害（ＲＬＦ：radio link failure）を宣言するのではなく
、ＤＲＳがブロックされたことをシグナリングし得る。いくつかの例では、ＵＥは、ＤＲ
Ｓ送信ウィンドウのリソースのサブセット（たとえば、ＤＲＳ帯域幅の狭帯域部分、ある
いはＤＲＳを含んでいるチャネル以外のＤＲＳ送信ウィンドウ内のチャネルまたはチャネ
ルのサブセット）を監視し、リソースのサブセットに基づいてＤＲＳブロッキングの決定
を行い得る。そのような監視は、ＵＥが明示的にＤＲＳを監視していない状況では、検出
のより低い複雑さを可能にし得る。いくつかの例では、ＵＥは、ＤＲＳがブロックされた
ことではなく、ＤＲＳ検出失敗に基づいて、無線リンク監視（ＲＬＭ：radio link monit
oring）パラメータを報告し得る。
【０００７】
　[0007]いくつかの例では、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：random access chan
nel）プロシージャが、ＵＥと基地局との間で構成され得る。いくつかの例では、基地局
は、２ステップＲＡＣＨプロシージャと４ステップＲＡＣＨプロシージャの両方をサポー
トし得る。いくつかの場合には、ＵＥは、構成に基づいて、自律的にまたは半自律的に、
２ステップＲＡＣＨプロシージャと４ステップＲＡＣＨプロシージャとの間で決定するこ
とを可能にされ得る。たとえば、決定は、チャネル品質など、メトリックに基づき得、基
地局は、（たとえば、拡張システム情報ブロック（ｅＳＩＢ：enhanced system informat
ion block）を介して）１つまたは複数のメトリックのためのしきい値など、選択基準を
知らせ得、ＵＥは、選択基準に基づいてＲＡＣＨプロシージャを選択し得る。いくつかの
例では、２ステップＲＡＣＨプロシージャは、ショート物理アップリンク制御チャネル（
ｓＰＵＣＣＨ）または拡張ＰＵＣＣＨ（ｅＰＵＣＣＨ）ランダムアクセスリソースを使用
し得る。いくつかの例では、ランダムアクセスリソースの第１のサブセットが、２ステッ
プＲＡＣＨプロシージャのために与えられ得、ランダムアクセスリソースの第２のサブセ
ットが、４ステップＲＡＣＨプロシージャのために与えられ得る。いくつかの例では、リ
ソースの第１のサブセットは、ＲＡＣＨリソースのセットのインターレースの第１のサブ
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セットであり得、リソースの第２のサブセットは、ＲＡＣＨリソースのセットのインター
レースの第２のサブセットであり得る。いくつかの例では、インターレースの第１のサブ
セットは、２ステップＲＡＣＨプロセスの第１のＲＡＣＨメッセージのための十分なペイ
ロード容量を可能にするように構成され得る。いくつかの例では、基地局は、インターレ
ースの第１のサブセット上でＲＡＣＨメッセージを受信したことに基づいて、２ステップ
ＲＡＣＨプロシージャとしてＲＡＣＨプロシージャを識別し得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィ
ンドウに関連する１つまたは複数のパラメータを決定することと、ＤＭＴＣを含むメッセ
ージをＵＥに送信することとを含み得、ここにおいて、ＤＭＴＣは、ネイバーセルのＤＲ
Ｓ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、ネイバーセルのＤＲＳ送
信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータを決定するための手段と、ＤＭＴＣ
を含むメッセージをＵＥに送信するための手段とを含み得、ここにおいて、ＤＭＴＣは、
ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータに少なくと
も部分的に基づく。
【００１０】
　[0010]さらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、ネイバ
ーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータを決定することと
、ＤＭＴＣを含むメッセージをＵＥに送信することとを行わせるように動作可能であり得
、ここにおいて、ＤＭＴＣは、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまた
は複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく。
【００１１】
　[0011]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連
する１つまたは複数のパラメータを決定することと、ＤＭＴＣを含むメッセージをＵＥに
送信することとを行わせるための命令を含み得、ここで、ＤＭＴＣは、ネイバーセルのＤ
ＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータに基づく。
【００１２】
　[0012]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＤＭＴＣは、ＵＥの接続モードのための構成を備える。上記で説明された方法
、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ＤＭＴＣは、ＵＥの
アイドルモードのための構成を備える。
【００１３】
　[0013]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータは、ＤＲＳ送信
ウィンドウオフセットパラメータ、ＤＲＳ送信ウィンドウ周期性パラメータ、またはＤＲ
Ｓ送信ウィンドウ長パラメータを備える。
【００１４】
　[0014]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータの
ＵＥ推定値を示すシグナリングをＵＥから受信するためのプロセス、特徴、手段、または
命令をさらに含み得、ここで、ＵＥ推定値は、セルまたは周波数に関連し、ここで、１つ
または複数のパラメータは、推定値に基づいて決定される。
【００１５】
　[0015]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＵＥから測定報告を受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに
含み得、ここで、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラ
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メータは、測定報告に基づいて決定される。
【００１６】
　[0016]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、測定報告のタイムスタンプを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令
をさらに含み得、ここで、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複
数のパラメータは、測定報告のタイムスタンプに基づいて決定される。
【００１７】
　[0017]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ネイバーセルのためのＤＲＳ送信ウィンドウ周期性、ＤＲＳ送信ウィンドウオフ
セット、またはＤＲＳ送信ウィンドウ長を推定するためのプロセス、特徴、手段、または
命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例は、ＤＲＳ送信ウィンドウ周期性、ＤＲＳ送信ウィンドウオフセット
、またはＤＲＳ送信ウィンドウ長に基づいてネイバーセルの測定を実施するようにＵＥを
構成するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここで、測定報告は
その測定に基づく。
【００１８】
　[0018]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、測定を実施するようにＵＥを構成することは、ＤＲＳ固有スクランブリングを
使用するサブフレームのための測定を実施するようにＵＥを構成することを備える。上記
で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、推
定されたＤＲＳ送信ウィンドウ周期性、推定されたＤＲＳ送信ウィンドウオフセット、ま
たはＤＲＳ送信ウィンドウ長は、最大数の基準信号受信電力（ＲＳＲＰ：reference sign
al received power）観測を備える間隔に基づく。
【００１９】
　[0019]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＤＭＴＣの周期性は、ＤＲＳ送信ウィンドウの周期性の整数倍数または整数約
数であり、あるいは、ここで、ＤＭＴＣのオン持続時間またはオフセットは、ＤＲＳ送信
ウィンドウの少なくとも一部分を含むように構成される。
【００２０】
　[0020]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータを
記憶するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された
方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、１つまたは複数の
記憶されたパラメータに基づいて、後続のＤＭＴＣを備える後続のメッセージを送信する
ためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２１】
　[0021]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＤＭＴＣは、周波数のセットに対応するパラメータのセットを備える。上記で
説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ｅＳＩ
Ｂまたは共通物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージのフィールド中の
サブフレームタイプの指示を送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに
含み得、ここで、サブフレームタイプは、マルチメディアブロードキャスト単一周波数ネ
ットワーク（ＭＢＳＦＮ：multimedia broadcast single frequency network）タイプま
たは非ＭＢＳＦＮタイプを備える。
【００２２】
　[0022]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、後続のサブフレームのためのＤＲＳ指示を送信するためのプロセス、特徴、手段
、または命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュ
ータ可読媒体のいくつかの例は、後続のサブフレームのためのＤＲＳ指示を送信するため
のプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
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【００２３】
　[0023]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、後続のＤＲＳのための制御領域制限の送信するためのプロセス、特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ
可読媒体のいくつかの例は、ＵＥ固有レイヤ１シグナリング中でサブフレームタイプの指
示を送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２４】
　[0024]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、ＵＥのためのＤＭＴＣを識別す
ることと、ＤＭＴＣに少なくとも部分的に基づいてページングフレームを識別することと
、識別されたページングフレーム中にＵＥにページングメッセージを送信することとを含
み得る。
【００２５】
　[0025]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、ＵＥのためのＤＭＴＣを
識別するための手段と、ＤＭＴＣに少なくとも部分的に基づいてページングフレームを識
別するための手段と、識別されたページングフレーム中にＵＥにページングメッセージを
送信するための手段とを含み得る。
【００２６】
　[0026]さらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、ＵＥの
ためのＤＭＴＣを識別することと、ＤＭＴＣに少なくとも部分的に基づいてページングフ
レームを識別することと、識別されたページングフレーム中にＵＥにページングメッセー
ジを送信することとを行わせるように動作可能であり得る。
【００２７】
　[0027]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、ＵＥのためのＤＭＴＣを識別することと、Ｄ
ＭＴＣに基づいてページングフレームを識別することと、識別されたページングフレーム
中にＵＥにページングメッセージを送信することとを行わせるための命令を含み得る。
【００２８】
　[0028]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ページングフレームの数を決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令を
さらに含み得、ここで、ページングフレームの数は、ＤＭＴＣに関連するフレームと重複
する候補ページングフレームの数によってスケーリングされ（scaled）、ここで、ページ
ングフレームは、ページングフレームの数に基づいて識別される。
【００２９】
　[0029]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＤＭＴＣに基づいてページングフレーム中のページング機会の数を決定するため
のプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３０】
　[0030]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィ
ンドウに関連する１つまたは複数のパラメータの指示を送信することと、１つまたは複数
のパラメータに少なくとも部分的に基づくＤＭＴＣを備えるメッセージを受信することと
を含み得る。
【００３１】
　[0031]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、ネイバーセルのＤＲＳ送
信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータの指示を送信するための手段と、１
つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づくＤＭＴＣを備えるメッセージを受
信するための手段とを含み得る。
【００３２】
　[0032]さらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、ネイバ
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ーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数のパラメータの指示を送信する
ことと、１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づくＤＭＴＣを備えるメッ
セージを受信することとを行わせるように動作可能であり得る。
【００３３】
　[0033]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連
する１つまたは複数のパラメータの指示を送信することと、１つまたは複数のパラメータ
に基づくＤＭＴＣを備えるメッセージを受信することとを行わせるための命令を含み得る
。
【００３４】
　[0034]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＤＭＴＣは、接続モード無線リソース管理（ＲＲＭ：Radio Resource Managem
ent）測定またはＲＬＭ測定のための構成を備える。上記で説明された方法、装置、また
は非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ＤＭＴＣに基づいて、アイドルモー
ドにある間、ネイバーセル上で測定を実施するためのプロセス、特徴、手段、または命令
をさらに含み得る。
【００３５】
　[0035]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ネイバーセルのＤＲＳを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさ
らに含み得、ここで、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連する１つまたは複数の
パラメータの指示はＤＲＳに基づく。上記で説明された方法、装置、または非一時的コン
ピュータ可読媒体のいくつかの例は、ＤＲＳに基づいてネイバーセルのＤＲＳ送信ウィン
ドウを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３６】
　[0036]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウは、１次同期信号（ＰＳＳ：primary sy
nchronization signal）、２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization signal）
、またはセル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific reference signal）のシグネチャに
基づいて識別される。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒
体のいくつかの例では、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウは、物理ブロードキャスト
チャネル（ＰＢＣＨ）送信の冗長バージョンに基づいて識別される。
【００３７】
　[0037]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウは、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ：mast
er information block）のフィールドに基づいて識別される。上記で説明された方法、装
置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ＣＲＳスクランブリングコ
ードが、予想されるサブフレームインデックスに一致しないと決定するためのプロセス、
特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここで、予想されるサブフレームインデックス
は、知られているＣＲＳスクランブリングコードを有する第１のサブフレームと第２のサ
ブフレームとの間の時間に基づいて、または明示的サブフレームインデックス指示に基づ
いて決定される。
【００３８】
　[0038]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＤＲＳの一部分を備えるいくつかのシンボルを識別するためのプロセス、特徴、
手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、または非一時的コン
ピュータ可読媒体のいくつかの例は、いくつかのシンボルに基づいてｅＳＩＢを復号する
ためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３９】
　[0039]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、所定の数のシンボルの明示的指示の不在下で、所定の数のシンボルを使用してｅ
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ＳＩＢを復号するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００４０】
　[0040]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ｅＳＩＢの物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）部分およびｅＳＩＢ
のための制御チャネル探索空間のために使用されるスクランブリングコードは、サブフレ
ームインデックスに基づく。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ
可読媒体のいくつかの例では、ｅＳＩＢのＰＤＳＣＨ部分またはｅＳＩＢのための制御チ
ャネル探索空間のために、あるいはページングチャネルのために使用されるスクランブリ
ングコードは、ｅＳＩＢのＰＤＳＣＨ部分と同じサブフレーム中にＣＲＳ送信によって使
用されるスクランブリングコードに基づく。
【００４１】
　[0041]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＰＢＣＨ復号を使用してサブフレーム番号を決定するためのプロセス、特徴、手
段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピ
ュータ可読媒体のいくつかの例は、サブフレーム番号に基づいて、サブフレーム固有スク
ランブリング情報、あるいはページング制御またはデータ復号のための探索空間情報を識
別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００４２】
　[0042]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、複数仮説検定を使用してｅＳＩＢの１つまたは複数のスクランブリングコードを
決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された
方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、１つまたは複数の
スクランブリングコードに基づいてｅＳＩＢまたはページングメッセージを復号するため
のプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００４３】
　[0043]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＤＲＳ送信ウィンドウが発生するシステムフレーム番号に基づいてネイバーセル
のＤＲＳ送信ウィンドウを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含
み得る。
【００４４】
　[0044]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、信号品質状態、ＵＥのロケーション、または日和見的測定状態を備える、トリガ
条件を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明
された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ＤＭＴＣの
接続モード構成とトリガ条件とに基づいてネイバーセルまたはサービングセルを監視する
ためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００４５】
　[0045]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、トリガ条件を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得
る。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、ＤＭＴＣの接続モード構成に関連するＤＭＴＣ間隔の外部の期間中にトリガ条件に基
づいてネイバーセルを監視するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得
る。
【００４６】
　[0046]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、トリガ条件は、基地局からの明示的信号を備える。上記で説明された方法、装
置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、トリガ条件は、１つまた
は複数のハンドオーバ状態の識別、またはサービングセルからの低い信号レベルの識別を
備える。
【００４７】
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　[0047]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＤＭＴＣに基づいてＤＲＳについてネイバーセルを監視するためのプロセス、特
徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、または非一時的
コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ネイバーセルのＤＲＳ送信ウィンドウに関連
する１つまたは複数のパラメータは、ＤＲＳ送信ウィンドウオフセットパラメータ、ＤＲ
Ｓ送信ウィンドウ周期性パラメータ、またはＤＲＳ送信ウィンドウ長パラメータを備える
。
【００４８】
　[0048]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、指示は測定報告のタイムスタンプを備える。上記で説明された方法、装置、ま
たは非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ＤＭＴＣの周期性は、ＤＲＳ送
信ウィンドウの周期性の整数倍数または整数約数であり、あるいは、ここで、ＤＭＴＣの
オン持続時間またはオフセットは、ＤＲＳ送信ウィンドウの少なくとも一部分を含むよう
に構成される。
【００４９】
　[0049]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、サービングセルから接続モード間欠受信（Ｃ－ＤＲＸ：connected mode discont
inuous reception）構成を受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含
み得る。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、Ｃ－ＤＲＸ構成のオン持続時間中にサービングセルからのスケジューリング送信
の不在を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説
明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、オン持続
時間に続くサービングセルのＤＲＳ送信ウィンドウ中にスケジューリング送信についてサ
ービングセルを監視するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００５０】
　[0050]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、アイドルモード動作のためのＤ
ＭＴＣを識別することと、ＤＭＴＣのオン持続時間中にページングチャネルを監視するこ
ととを含み、監視することに少なくとも部分的に基づいてページングメッセージを受信し
得る。
【００５１】
　[0051]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、アイドルモード動作のた
めのＤＭＴＣを識別するための手段と、ＤＭＴＣのオン持続時間中にページングチャネル
を監視するための手段とを含み、監視することに少なくとも部分的に基づいてページング
メッセージを受信し得る。
【００５２】
　[0052]さらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、アイド
ルモード動作のためのＤＭＴＣを識別することと、ＤＭＴＣのオン持続時間中にページン
グチャネルを監視することとを行わせるように動作可能であり、監視することに少なくと
も部分的に基づいてページングメッセージを受信し得る。
【００５３】
　[0053]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、アイドルモード動作のためのＤＭＴＣを識別
することと、ＤＭＴＣのオン持続時間中にページングチャネルを監視することとを行わせ
るための命令を含み、監視することに基づいてページングメッセージを受信し得る。
【００５４】
　[0054]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ページングフレームの割り当てられたページング機会中のページングメッセージ
を観測した後に、ページングフレーム中にページングチャネルをさらに監視することを控
えるためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
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【００５５】
　[0055]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、送信機会（transmission oppor
tunity）の１つまたは複数のパラメータを識別することと、ここにおいて、１つまたは複
数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレーム、
次回のアップリンクバーストの開始および持続時間、または送信機会の全長を備える、ブ
ロードキャストメッセージ中でまたは共通ＰＤＣＣＨ中で１つまたは複数のパラメータを
送信することとを含み得る。
【００５６】
　[0056]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、送信機会の１つまたは複
数のパラメータを識別するための手段と、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータは
、次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレーム、次回のアップリン
クバーストの開始および持続時間、または送信機会の全長を備える、ブロードキャストメ
ッセージ中でまたは共通ＰＤＣＣＨ中で１つまたは複数のパラメータを送信するための手
段とを含み得る。
【００５７】
　[0057]さらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、送信機
会の１つまたは複数のパラメータを識別することと、ここにおいて、１つまたは複数のパ
ラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレーム、次回の
アップリンクバーストの開始および持続時間、または送信機会の全長を備える、ブロード
キャストメッセージ中でまたは共通ＰＤＣＣＨ中で１つまたは複数のパラメータを送信す
ることとを行わせるように動作可能であり得る。
【００５８】
　[0058]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、送信機会の１つまたは複数のパラメータを識
別することと、ここで、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム
、次回のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間
、または送信機会の全長を備える、ブロードキャストメッセージ中でまたは共通ＰＤＣＣ
Ｈ中で１つまたは複数のパラメータを送信することとを行わせるための命令を含み得る。
【００５９】
　[0059]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、ブロードキャストチャネルまた
は共通ＰＤＣＣＨを使用してメッセージを受信することと、受信されたメッセージに少な
くとも部分的に基づいて送信機会の１つまたは複数のパラメータを識別することとを含み
得、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次
回のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間、ま
たは送信機会の全長を備える。
【００６０】
　[0060]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、ブロードキャストチャネ
ルまたは共通ＰＤＣＣＨを使用してメッセージを受信するための手段と、受信されたメッ
セージに少なくとも部分的に基づいて送信機会の１つまたは複数のパラメータを識別する
ための手段とを含み得、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャ
ルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始
および持続時間、または送信機会の全長を備える。
【００６１】
　[0061]さらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、ブロー
ドキャストチャネルまたは共通ＰＤＣＣＨを使用してメッセージを受信することと、受信
されたメッセージに少なくとも部分的に基づいて送信機会の１つまたは複数のパラメータ
を識別することとを行わせるように動作可能であり得、ここにおいて、１つまたは複数の
パラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレーム、次回
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のアップリンクバーストの開始および持続時間、または送信機会の全長を備える。
【００６２】
　[0062]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、ブロードキャストチャネルまたは共通ＰＤＣ
ＣＨを使用してメッセージを受信することと、受信されたメッセージに基づいて送信機会
の１つまたは複数のパラメータを識別することとを行わせるための命令を含み得、ここで
、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンク
サブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間、または送信機会の全
長を備える。
【００６３】
　[0063]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、１つまたは複数のパラメータに基づいて、前に与えられたアップリンク（ＵＬ）
許可に対応するＵＬ送信を実施すべきかどうかを決定するためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得、ここで、ＵＬ送信は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）送信、ＰＵＣＣＨ送信、または物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）送
信を備える。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】[0064]本開示の態様による、発見基準信号（ＤＲＳ）送信ウィンドウ（ＤＴＸＷ
：discovery reference signal transmission window）検出と発見信号測定構成とをサポ
ートするワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0065]本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートする
ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図３Ａ】[0066]本開示の態様による、発見信号測定構成をサポートするためのＤＴＸＷ
推定の一例を示す図。
【図３Ｂ】本開示の態様による、発見信号測定構成をサポートするためのＤＴＸＷ推定の
一例を示す図。
【図３Ｃ】[0067]本開示の態様による、発見信号測定構成をサポートするためのＤＴＸＷ
リソースとＤＴＸＷリソースのサブセットとを示す図。
【図４Ａ】[0068]本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートす
るシステムにおけるプロセスフローの一例を示す図。
【図４Ｂ】[0069]本開示の態様による、ランダムアクセス構成をサポートするシステムに
おける別のプロセスフローの一例を示す図。
【図５】[0070]本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートする
１つまたは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図６】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートする１つま
たは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図７】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートする１つま
たは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図８】[0071]本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートする
基地局を含むシステムのブロック図。
【図９】[0072]本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートする
１つまたは複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１０】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートする１つ
または複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１１】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートする１つ
または複数のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１２】[0073]本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポートす
るＵＥを含むシステムのブロック図。
【図１３】[0074]本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成のための方
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法を示す図。
【図１４】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成のための方法を示
す図。
【図１５】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成のための方法を示
す図。
【図１６】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成のための方法を示
す図。
【図１７】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成のための方法を示
す図。
【図１８】本開示の態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成のための方法を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【００６５】
　[0075]ユーザ機器（ＵＥ）は、サービングセルまたはネイバーセル上で測定を実施する
ために発見基準信号（ＤＲＳ）を使用し得る。ＤＲＳは、同期信号と、セル固有基準信号
と、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）と、セルを識別するかまたはセルにアタッチする（at
taching）ために有用な他のシグナリングとを含み得る。基地局は、周期的に構成された
ＤＲＳ送信ウィンドウ（ＤＴＸＷ）中にＤＲＳを送信し得る。ＵＥは、周期的に構成され
たＤＲＳ測定タイミング構成（ＤＭＴＣ）期間に従ってセルＤＲＳを測定し得る。ＤＭＴ
Ｃは、サービングセルまたはネイバーセル、あるいは両方の測定のために構成され得る。
さらに、ＤＭＴＣは、様々な例では、周波数固有であり得るか、または複数の周波数適用
可能であり得る。
【００６６】
　[0076]いくつかの場合には、ＵＥは、時間的に同期されることも同期されないこともあ
る、複数のセルのためのＤＲＳを監視し得る。時間的に同期されないセルは、同じく時間
的に整合されない周期的ＤＴＸＷを有し得る。すなわち、近くのセルのＤＭＴＣとＤＴＸ
Ｗとは重複しないことがある。さらに、ＵＥは、ＤＭＴＣがサービングセルまたは近くの
セルのＤＴＸＷと重複する程度を顧慮せずに動作し得る。
【００６７】
　[0077]本明細書で説明されるように、ＵＥは、ＤＴＸＷサブフレームオフセットと、Ｄ
ＴＸＷサブフレーム周期性と、ＤＴＸＷサブフレーム長とを推定するためにセルのＤＲＳ
を識別し得る。次いで、ＵＥは、測定に基づいてサービング基地局にネイバリングセルの
ＤＴＸＷパラメータを明示的にまたは暗黙的にシグナリングし得る。ＤＴＸＷサブフレー
ムは、非サブフレーム固有共通基準信号（ＣＲＳ：common reference signal）を観測す
ることによっても検出され得る。いくつかの場合には、ＵＥまたは基地局は、ＤＴＸＷパ
ラメータ仮説を決定するために測定観測を使用し得、その後、選定されたＤＴＸＷ仮説を
検証することを試み得る。いくつかの場合には、前に決定されたＤＴＸＷ情報は、将来の
ＤＴＸＷを構成するために（基地局によってまたはＵＥによって）キャッシュされ得る。
【００６８】
　[0078]基地局は、ＵＥ上の電力消耗を限定しながら、当該のネイバーセルのより正確な
および迅速な測定をするために、接続モードまたはアイドルモード測定のためのＤＭＴＣ
を用いてＵＥを構成し得る。基地局はまた、ハンドオーバをトリガするために、ＵＥが、
ＤＭＴＣの外部でネイバーセルを測定することを可能にし得る。無線リンク監視（ＲＬＭ
）のためのＤＭＴＣを使用することが、低減された電力消費を生じ得る。ＤＭＴＣアイド
ルモードは、実施される探索の数を低減するように構成され得る。ＤＴＸＷ中にのみＵＥ
をページングすること（すなわち、したがって、ＵＥがキャンピングセル（camping cell
）測定を実施することと同時に、ＵＥがページングチャネルを監視し得る）も、電力消費
を低減し得る。
【００６９】
　[0079]いくつかの例では、ＵＥは、ＤＲＳがＤＴＸＷ中に受信されないと決定し得、こ
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れは、たとえば、共有無線周波数スペクトル帯域における、チャネルを求める競合に勝つ
ことへのセルの失敗に起因し得る。そのような場合、ＵＥは、ＤＲＳを受信しないことに
より無線リンク障害（ＲＬＦ）を宣言するのではなく、ＤＲＳがブロックされたことをシ
グナリングし得る。いくつかの例では、ＵＥは、ＤＴＸＷのリソースのサブセット（たと
えば、ＤＲＳ帯域幅の狭帯域部分、あるいはＤＲＳを含んでいるチャネル以外のＤＴＸＷ
内のチャネルまたはチャネルのサブセット）を監視し、リソースのサブセットに基づいて
ＤＲＳブロッキングの決定を行い得る。そのような監視は、ＵＥが明示的にＤＲＳを監視
していない状況では、検出のより低い複雑さを可能にし得る。いくつかの例では、ＵＥは
、ＤＲＳがブロックされたことではなく、ＤＲＳ検出失敗に基づいて、ＲＬＭパラメータ
を報告し得る。
【００７０】
　[0080]いくつかの例では、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャが、Ｕ
Ｅと基地局との間で構成され得、これは、２ステップＲＡＣＨプロシージャと４ステップ
ＲＡＣＨプロシージャの両方を含み得る。いくつかの場合には、ＵＥは、構成に基づいて
、自律的にまたは半自律的に、２ステップＲＡＣＨプロシージャと４ステップＲＡＣＨプ
ロシージャとの間で決定することを可能にされ得る。いくつかの例では、ランダムアクセ
スリソースの第１のサブセットが、２ステップＲＡＣＨプロシージャのために与えられ得
、ランダムアクセスリソースの第２のサブセットが、４ステップＲＡＣＨプロシージャの
ために与えられ得る。いくつかの例では、リソースの第１のサブセットは、ＲＡＣＨリソ
ースのセットのインターレースの第１のサブセットであり得、リソースの第２のサブセッ
トは、ＲＡＣＨリソースのセットのインターレースの第２のサブセットであり得る。
【００７１】
　[0081]上記で紹介された本開示の態様、および追加の特徴が、ワイヤレス通信システム
のコンテキストにおいて次に説明される。次いで、ＤＴＸＷパラメータ推定の例が説明さ
れる。本開示の態様は、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とに関する装置図、システム図
、およびフローチャートによってさらに示され、それらを参照しながら説明される。
【００７２】
　[0082]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワー
ク１３０とを含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ（登録商標））／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワー
クであり得る。たとえば、ワイヤレス通信システム１００は、重複するカバレージエリア
で動作する、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク、ＭｕｌｔｅＦｉｒｅネットワーク、ニュ
ートラルホストスモールセルネットワークなどを含み得る。ＭｕｌｔｅＦｉｒｅネットワ
ークは、たとえば、認可周波数アンカーキャリアなしに、無認可無線周波数スペクトル帯
域において通信するアクセスポイント（ＡＰ）および／または基地局１０５を含み得る。
たとえば、ＭｕｌｔｅＦｉｒｅネットワークは、認可スペクトルにおいてアンカーキャリ
アなしに動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ネイバリングセルのＤＴＸＷ構
成に基づいてＤＭＴＣをサポートし得、これは、たとえば、ワイヤレス通信システム１０
０内のＭｕｌｔｅＦｉｒｅ通信の効率を増加させ得る。
【００７３】
　[0083]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通信カ
バレージを与え得る。ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は
、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信と、基地局１０５からＵＥ
１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信とを含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信シス
テム１００全体にわたって分散され得、各ＵＥ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ
１１５は、移動局、加入者局、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末（
ＡＴ）、ハンドセット、ユーザエージェント、クライアント、または同様の用語で呼ばれ
ることもある。ＵＥ１１５はまた、セルラーフォン、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデ
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バイス、パーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、マシンタイプ
通信（ＭＴＣ）デバイスなどであり得る。
【００７４】
　[0084]基地局１０５は、コアネットワーク１３０および互いと通信し得る。たとえば、
基地局１０５は、バックホールリンク（backhaul links）１３２（たとえば、Ｓ１など）
を通して、コアネットワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、直接ま
たは間接的にのいずれかで（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）バックホール
リンク１３４（たとえば、Ｘ２など）を介して互いと通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ
１１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実施し得るか、または基地局
コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、
マクロセル、スモールセル、ホットスポットなどであり得る。基地局１０５はｅノードＢ
（ｅＮＢ）１０５と呼ばれることもある。基地局１０５はまた、他の基地局１０５との限
られたまたは理想的でないバックホールリンク１３４を有し得る、ＭｕｌｔｅＦｉｒｅ基
地局１０５であり得る。
【００７５】
　[0085]いくつかの場合には、ＵＥ１１５または基地局１０５は、共有または無認可周波
数スペクトルにおいて動作し得る。これらのデバイスは、チャネルが利用可能であるかど
うかを決定するために、通信するより前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear 
channel assessment）を実施し得る。ＣＣＡは、他のアクティブ送信があるかどうかを決
定するためのエネルギー検出プロシージャを含み得る。たとえば、デバイスは、電力計の
基準信号強度指示（ＲＳＳＩ：reference signal strength indication）の変化が、チャ
ネルが占有されることを示すと推論し得る。詳細には、ある帯域幅中に集中し、所定の雑
音フロアを超える信号電力が、別のワイヤレス送信機を示し得る。ＣＣＡは、チャネルの
使用を示す特定のシーケンスの検出をも含み得る。たとえば、別のデバイスが、データシ
ーケンスを送信するより前に特定のプリアンブルを送信し得る。認可または無認可スペク
トルにおいて動作するＵＥ１１５および基地局１０５は、無線接続の識別または確立のた
めの情報を伝達するためにＤＲＳ送信を使用し得る。
【００７６】
　[0086]たとえば、ＤＲＳは、ＵＥ１１５がセルのタイミングと周波数範囲とを識別する
ことを可能にするために、１次同期信号と２次同期信号と（それぞれ、ＰＳＳとＳＳＳと
）を含み得る。初期セル同期を完了した後、ＵＥ１１５は、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ
）を復号し得る。ＭＩＢは、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上で送信され得
、各無線フレームの第１のサブフレームの第２のスロットの第１の４つの直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）シンボルを利用し得る。それは、周波数領域中の中間の６つのリ
ソースブロック（ＲＢ）（すなわち、７２個のサブキャリア）を使用し得る。ＭＩＢは、
ＲＢ単位のＤＬチャネル帯域幅と、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）構成（持続時間およびリソース割当て）と、システムフレー
ム番号（ＳＦＮ）とを含む、ＵＥ初期アクセスのための重要な情報を搬送する。新しいＭ
ＩＢが、第４の無線フレーム（すなわち、ＳＦＮ　ｍｏｄ　４＝０）ごとにブロードキャ
ストされ、新しいＭＩＢが生成されるまでフレーム（１０ｍｓ）ごとに再ブロードキャス
トされ得る。各繰返しは、異なるスクランブリングコードを用いてスクランブルされ得る
。
【００７７】
　[0087]ＭＩＢ（新しいバージョンまたはコピーのいずれか）を読み取った後に、ＵＥ１
１５は、それが、成功した巡回冗長検査（ＣＲＣ）を得るまで、スクランブリングコード
の異なる位相を試み得る。スクランブリングコードの位相（０、１、２または３）は、Ｕ
Ｅ１１５が、４つの繰返しのうちのどれが受信されたかを識別することを可能にし得る。
したがって、ＵＥ１１５は、復号された送信中のＳＦＮを読み取ることと、スクランブリ
ングコード位相を加えることとによって現在のＳＦＮを決定し得る。
【００７８】
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　[0088]ＭＩＢを受信した後に、ＵＥは、１つまたは複数のシステム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）を受信し得る。異なるＳＩＢが、伝達されたシステム情報（ＳＩ）のタイプに従って
定義され得、これらは、認可周波数動作または無認可周波数動作、あるいは両方のために
定義され得る。以下で説明されるように、いくつかのＳＩＢは、ワイヤレス通信システム
１００内でＭｕｌｔｅＦｉｒｅ方式の下で動作するＵＥ１１５によって使用され得、他の
ＳＩＢは、認可周波数上で動作するＵＥ１１５によって使用され得る。
【００７９】
　[0089]たとえば、認可周波数上で動作するＵＥ１１５は、ネットワークにアクセスする
より前に、ＭＩＢに加えてＳＩＢ１とＳＩＢ２とを復号し得る。新しいＳＩＢ１は、第８
のフレーム（すなわち、ＳＦＮ　ｍｏｄ　８＝０）ごとの第５のサブフレーム中で送信さ
れ、１つおきのフレーム（２０ｍｓ）ごとに再ブロードキャストされ得る。ＳＩＢ１は、
セル識別（ＣＩＤ：cell identity）情報を含む、アクセス情報を含み、それは、ＵＥが
基地局１０５のセルにキャンプオンすることを可能にされるかどうかを示し得る。ＳＩＢ
１はセル選択情報（または、セル選択パラメータ）をも含む。さらに、ＳＩＢ１は、他の
ＳＩＢのためのスケジューリング情報を含む。ＳＩＢ２は、ＳＩＢ１中の情報に従って動
的にスケジュールされ得、共通および共有チャネルに関係するアクセス情報およびパラメ
ータを含む。ＳＩＢ２の周期性は、８つ、１６個、３２個、６４個、１２８個、２５６個
または５１２個の無線フレームに設定され得る。いくつかの場合には、ＭＩＢおよびＳＩ
Ｂの周期性および構成は、認可スペクトルにおいて動作するセルと無認可スペクトルにお
いて動作するセルとについて異なり得る。
【００８０】
　[0090]ＵＥ１１５がＳＩＢ２を復号した後、ＵＥ１１５は、基地局１０５にＲＡＣＨプ
リアンブルを送信し得る。これは、ＲＡＣＨメッセージ１として知られていることがある
。たとえば、ＲＡＣＨプリアンブルは、６４個の所定のシーケンスのセットからランダム
に選択され得る。これは、基地局１０５が、システムに同時にアクセスすることを試みる
複数のＵＥ１１５間で区別することを可能にし得る。基地局１０５は、ＵＬリソース許可
と、タイミングアドバンスと、一時的セル無線ネットワーク一時識別情報（Ｃ－ＲＮＴＩ
）とを与えるランダムアクセス応答（ＲＡＲ）、またはＲＡＣＨメッセージ２で応答し得
る。次いで、ＵＥ１１５は、（たとえば、ＵＥ１１５が、同じワイヤレスネットワークに
前に接続されていた場合）一時モバイル加入者識別情報（ＴＭＳＩ）またはランダム識別
子とともに無線リソース制御（ＲＲＣ）接続要求、またはＲＡＣＨメッセージ３を送信し
得る。
【００８１】
　[0091]ＲＲＣ接続要求はまた、ＵＥ１１５が、ネットワークに接続している理由（たと
えば、緊急事態、シグナリング、データ交換など）を示し得る。基地局１０５は、新しい
Ｃ－ＲＮＴＩを与え得る、ＵＥ１１５に宛てられた、競合解消メッセージ、またはＲＡＣ
Ｈメッセージ４で接続要求に応答し得る。ＵＥ１１５が、正しい識別情報（ＩＤ）をもつ
競合解消メッセージを受信した場合、ＵＥ１１５はＲＲＣセットアップを進め得る。ＵＥ
１１５が競合解消メッセージを受信しない場合（たとえば、別のＵＥ１１５との競合があ
る場合）、ＵＥは、新しいＲＡＣＨプリアンブルを送信することによって、ＲＡＣＨプロ
セスを繰り返し得る。
【００８２】
　[0092]ワイヤレス通信システム１００のＭｕｌｔｅＦｉｒｅ部分上で動作するものを含
む、無認可周波数上で動作するＵＥ１１５の場合、ＵＥ１１５は、拡張ＳＩＢ（ｅＳＩＢ
）を復号し得る。ｅＳＩＢは、（たとえば、ＰＢＣＨ上で）ブロードキャストされ得、他
のＳＩＢ中に含まれるいくつかのフィールドまたは情報と等価なシステム情報を含み得る
。たとえば、ｅＳＩＢは、上記で説明されたように、認可周波数動作におけるＳＩＢ１お
よびＳＩＢ２中でも伝達され得る情報を含み得る。いくつかの場合には、ｅＳＩＢは、た
とえば、あるサブフレームがマルチメディアブロードキャスト単一周波数ネットワーク（
ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるかどうかを含む、サブフレーム構成の指示を含み得る。
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ｅＳＩＢは、セル収集の後にＵＥ１１５に情報（たとえば、フレームタイプまたはサブフ
レーム構成）を迅速に与え得るので、ｅＳＩＢは無認可動作をサポートし得る。
【００８３】
　[0093]いくつかの場合には、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５がデータを受信し得るという指
示について、通信リンク１２５を連続的に監視し得る。他の場合には（たとえば、電力を
節約し、バッテリー寿命を拡張するために）、ＵＥ１１５は間欠受信（ＤＲＸ）サイクル
で構成され得る。ＤＲＸサイクルは、ＵＥ１１５が（たとえば、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）または共通ＰＤＣＣＨ（Ｃ－ＰＤＣＣＨ）上の）制御情報を監視し
得る「オン持続時間」と、ＵＥ１１５が無線構成要素の電源を切断し得る「ＤＲＸ期間」
とを含む。いくつかの場合には、ＵＥ１１５は、短いＤＲＸサイクルと長いＤＲＸサイク
ルとで構成され得る。いくつかの場合には、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５が１つまたは複数
の短いＤＲＸサイクルの間非アクティブである場合、長いＤＲＸサイクルに入り得る。
【００８４】
　[0094]短いＤＲＸサイクルと長いＤＲＸサイクルと連続受信との間の遷移は、内部タイ
マーによって、または基地局１０５からのメッセージングによって制御され得る。ＵＥ１
１５は、オン持続時間中にＰＤＣＣＨ上でスケジューリングメッセージを受信し得る。ス
ケジューリングメッセージについてＰＤＣＣＨを監視する間、ＵＥ１１５は「ＤＲＸ非ア
クティビティタイマー」を開始し得る。スケジューリングメッセージが成功裡に受信され
た場合、ＵＥ１１５は、データを受信する準備をし得、ＤＲＸ非アクティビティタイマー
はリセットされ得る。スケジューリングメッセージを受信することなしにＤＲＸ非アクテ
ィビティタイマーが満了したとき、ＵＥ１１５は短いＤＲＸサイクルに移動し得、「ＤＲ
Ｘショートサイクルタイマー」を開始し得る。ＤＲＸショートサイクルタイマーが満了し
たとき、ＵＥ１１５は長いＤＲＸサイクルを再開し得る。いくつかの場合には、ＵＥは、
接続モードＤＲＸサイクルまたはアイドルモードＤＲＸサイクルのいずれかで構成され得
る。ＤＲＸサイクルは、ＤＲＳを測定するための構成（すなわち、ＤＭＴＣ）に加えて構
成され得る。
【００８５】
　[0095]たとえば、ＤＲＸモードは、ＵＥ１１５が、アイドルモードに入ることと、ペー
ジングメッセージを受信するために周期的に起動することとを可能にし得る。いくつかの
場合には、アイドルモードにあるＵＥ１１５は、ページング無線ネットワーク一時識別情
報（Ｐ－ＲＮＴＩ：paging radio network temporary identity）を割り当てられ得る。
サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）がＵＥ１１５のためのデータを受信する場合、Ｓ－
ＧＷは、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に通知し得、ＭＭＥは、トラッキングエ
リアとして知られているエリア内のあらゆる基地局１０５にページングメッセージを送り
得る。トラッキングエリア内の各基地局１０５は、Ｐ－ＲＮＴＩをもつページングメッセ
ージを送り得る。したがって、ＵＥは、ＵＥがトラッキングエリアを出るまでＭＭＥを更
新することなく、アイドルモードのままであり得る。
【００８６】
　[0096]いくつかの基地局１０５は、地理的カバレージエリア１１０内の一部または全部
のＵＥ１１５にマルチメディアデータをブロードキャストするために、利用可能なＤＬ帯
域幅の一部分を利用し得る。たとえば、ワイヤレス通信システムは、モバイルＴＶコンテ
ンツをブロードキャストするか、あるいはコンサートまたはスポーツイベントなどのライ
ブイベントの近くに位置するＵＥ１１５にライブイベントカバレージをマルチキャストす
るように構成され得る。いくつかの場合には、これは、帯域幅のより効率的な利用を可能
にし得る。これらの基地局は、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
（ＭＢＭＳ）または発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅ
ＭＢＭＳ）セルと呼ばれることがある。いくつかの場合には、ＭＢＭＳセルは、ＭＢＳＦ
Ｎ中で一緒にグループ化され得、ここにおいて、ブロードキャストメディアが各サポート
セルによって同じ周波数リソース上で送信される。しかしながら、カバレージエリア中の
いくつかのＵＥ１１５は、ＭＢＭＳデータを受信しないことを選び得る。いくつかの場合
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には、上述のように、サブフレームタイプ（すなわち、ＭＢＳＦＮまたは非ＭＢＳＦＮの
いずれか）は、ブロードキャスト送信、Ｃ－ＰＤＣＣＨ送信中で、またはＵＥ固有ｅＳＩ
Ｂ中で、基地局１０５によって示され得る。
【００８７】
　[0097]基地局１０５はまた、測定報告構成をＲＲＣ構成の一部としてＵＥ１１５に与え
得る。測定報告構成は、ＵＥ１１５がどのネイバーセルおよび周波数を測定すべきかに関
係するパラメータ、測定報告を送るための基準、測定報告の送信のための間隔（すなわち
、測定ギャップ）、ならびに他の関係情報を含み得る。いくつかの場合には、測定報告は
、サービングセルまたはネイバーセルのチャネル状態に関係するイベントによってトリガ
され得る。
【００８８】
　[0098]たとえば、ＬＴＥシステムでは、サービングセルがしきい値よりも良好になった
とき、第１の報告（Ａ１）がトリガされ、サービングセルがしきい値よりも不良になった
とき、第２の報告（Ａ２）がトリガされ、ネイバーセルが１次サービングセルよりもオフ
セット値だけ良好になったとき、第３の報告（Ａ３）がトリガされ、ネイバーセルがしき
い値よりも良好になったとき、第４の報告（Ａ４）がトリガされ、１次サービングセルが
しきい値よりも不良になり、同時にネイバーセルが別の（たとえば、より高い）しきい値
よりも良好であるとき、第５の報告（Ａ５）がトリガされ、ネイバーセルが２次サービン
グセルよりもオフセット値だけ良好になったとき、第６の報告（Ａ６）がトリガされ、異
なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用するネイバーがしきい値よりも良好になったとき
、第７の報告（Ｂ１）がトリガされ、１次サービングセルがしきい値よりも不良になり、
ＲＡＴ間ネイバーが別のしきい値よりも良好になったとき、第８の報告（Ｂ２）がトリガ
され得る。
【００８９】
　[0099]他の報告構成も可能であり得る。いくつかの場合には、ＵＥ１１５は、報告を送
ることの前にトリガ条件が持続することを検証するために、トリガ時間（ＴＴＴ：time-t
o-trigger）として知られる時間間隔の間待ち得る。他の報告は、トリガ条件に基づくの
ではなく、周期的に送られ得る（たとえば、２秒ごとに、ＵＥ１１５はトランスポートブ
ロックエラーレートの指示を送信し得る）。
【００９０】
　[0100]基地局１０５は、ＵＥ１１５のチャネル推定およびコヒーレント復調を助けるた
めに、ＣＲＳなどの周期的パイロットシンボルを挿入し得る。ＣＲＳは、５０４個の異な
るセル識別情報のうちの１つを含み得る。それらは、それらを雑音および干渉に対して耐
性があるようにするために、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）とブーストされた（た
とえば、周囲のデータ要素よりも６ｄＢ高く送信された）電力とを使用して変調され得る
。ＣＲＳは、受信ＵＥ１１５のアンテナポートまたはレイヤの数（たとえば、最高４つ）
に基づいて、各リソースブロック中の４～１６個のリソース要素中に埋め込まれ得る。基
地局１０５の地理的カバレージエリア１１０中のすべてのＵＥ１１５によって利用され得
るＣＲＳに加えて、復調基準信号（ＤＭＲＳ）は、特定のＵＥ１１５を対象とし得、それ
らのＵＥ１１５に割り当てられたリソースブロック上でのみ送信され得る。
【００９１】
　[0101]ＤＭＲＳは、それらが送信される各リソースブロック中の６つのリソース要素上
に信号を含み得る。異なるアンテナポートのためのＤＭＲＳは、それぞれ、同じ６つのリ
ソース要素を利用し得、（たとえば、異なるリソース要素中で１または－１の異なる組合
せで各信号をマスキングする）異なる直交カバーコードを使用して区別され得る。いくつ
かの場合には、ＤＭＲＳの２つのセットは、隣接するリソース要素中で送信され得る。い
くつかの場合には、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）として知られる追加の基
準信号が、ＣＳＩを生成するのを助けるために含まれ得る。ＵＬ上で、ＵＥ１１５は、そ
れぞれ、リンク適応および復調のための周期的サウンディング基準信号（ＳＲＳ）とＵＬ
　ＤＭＲＳの組合せを送信し得る。
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【００９２】
　[0102]いくつかの場合には、ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数の拡張
コンポーネントキャリア（ｅＣＣ：enhanced component carrier）を利用し得る。ｅＣＣ
は、フレキシブル帯域幅、異なる送信時間間隔（ＴＴＩ）、および変更された制御チャネ
ル構成を含む、１つまたは複数の特徴によって特徴づけられ得る。いくつかの場合には、
ｅＣＣは、（たとえば、複数のサービングセルが準最適なバックホールリンクを有すると
き）キャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成またはデュアル接続性構成に関連し得る。ｅ
ＣＣはまた、（たとえば、２つ以上の事業者が、スペクトルを使用することを認可された
場合）無認可スペクトルまたは共有スペクトル中で使用するために構成され得る。
【００９３】
　[0103]本明細書で説明されるように、ＵＥ１１５は、ネイバーセルを監視し、結果をサ
ービング基地局１０５に報告し得る。報告に基づいて、サービング基地局１０５は、ネイ
バーセルの推定されたＤＴＸＷを識別し得る。ＤＴＸＷは、基地局１０５がＤＲＳを送信
することを予想される時間期間またはウィンドウを指すことがある。いくつかの場合には
、ＵＥ１１５は、ネイバーＤＴＸＷのパラメータを推定および報告し得、他の場合には、
ＵＥ１１５は、単に測定報告を行い得、基地局１０５は、ＤＴＸＷパラメータを推論し得
る。次いで、基地局１０５は、ＵＥ１１５が、効率的な様式でネイバーセルとサービング
セルとを監視し得るように、ネイバーセルの推定されたパラメータに基づいてＤＭＴＣを
ＵＥ１１５に与え得る。たとえば、ＵＥ１１５は、ＤＲＳ送信が起こる可能性が低い期間
中にＤＲＳを監視することを控えることによってバッテリー寿命を温存し得る。
【００９４】
　[0104]いくつかの例では、ＵＥ１１５は、共有無線周波数スペクトル帯域における、チ
ャネルを求める競合に勝つことへのセルの失敗により、ＤＲＳがＤＴＸＷ中に受信されな
いと決定し得る。そのような場合、ＵＥ１１５は、ＤＲＳを受信しないことによりＲＬＦ
を宣言するのではなく、ＤＲＳがブロックされたことをシグナリングし得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、ＤＴＸＷのリソースのサブセット（たとえば、ＤＲＳ帯域幅の狭
帯域部分、あるいはＤＲＳを含んでいるチャネル以外のＤＴＸＷ内のチャネルまたはチャ
ネルのサブセット）を監視し、リソースのサブセットに基づいてＤＲＳブロッキングの決
定を行い得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、ＤＲＳがブロックされたことではなく
、ＤＲＳ検出失敗に基づいて、ＲＬＭパラメータを報告し得る。
【００９５】
　[0105]いくつかの例では、ＲＡＣＨプロシージャが、ＵＥ１１５と基地局１０５との間
で構成され得る。いくつかの例では、基地局１０５は、２ステップＲＡＣＨプロシージャ
と４ステップＲＡＣＨプロシージャの両方をサポートし得る。いくつかの場合には、ＵＥ
１１５は、構成に基づいて、自律的にまたは半自律的に、２ステップＲＡＣＨプロシージ
ャと４ステップＲＡＣＨプロシージャとの間で決定することを可能にされ得る。たとえば
、決定は、チャネル品質など、メトリックに基づき得、基地局１０５は、（たとえば、ｅ
ＳＩＢを介して）１つまたは複数のメトリックのためのしきい値など、選択基準を知らせ
得、ＵＥ１１５は、選択基準に基づいてＲＡＣＨプロシージャを選択し得る。
【００９６】
　[0106]図２は、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成のためのワイヤレス通信システム
２００の一例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照しながら説明された
対応するデバイスの例であり得る、ＵＥ１１５－ａと、（それぞれ、サービングセル２０
５－ａおよびネイバーセル２０５－ｂをサポートする）基地局１０５－ａおよび１０５－
ｂとを含み得る。ワイヤレス通信システム２００は、ネイバリングセルのＤＴＸＷ構成に
基づいてＤＭＴＣをサポートする（たとえば、ＭｕｌｔｅＦｉｒｅ方式を採用する）基地
局１０５を含み得る。
【００９７】
　[0107]ＵＥ１１５－ａは、サービングセル２０５－ａにキャンプオンされるか、または
接続され得、ネイバーセル２０５－ｂ上で測定を実施するためにＤＲＳ２１０を使用し得
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る。ＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ａとは、通信リンク２１５を介して通信し得る。基
地局１０５－ａおよび基地局１０５－ｂは、周期的に構成されたＤＴＸＷ中に（たとえば
、それぞれ、サービングセル２０５－ａおよびネイバーセル２０５－ｂ上で）ＤＲＳを送
信し得る。ＵＥ１１５－ａは、周期的に構成された監視期間（たとえば、ＤＭＴＣ）に従
ってＤＲＳを測定し得る。ＤＭＴＣは、サービングセル２０５－ａ、ネイバーセル２０５
－ｂ、またはその両方に適用され得る。さらに、ＤＭＴＣは、１つまたは複数の周波数範
囲に適用可能であり得る。
【００９８】
　[0108]ＵＥ１１５－ａは、時間的に同期されることも同期されないこともある、複数の
セルのためのＤＲＳを探索し得る。時間的に同期されないセルは、同じく時間的に整合さ
れない周期的ＤＴＸＷを有し得る（たとえば、セル２０５－ａおよびセル２０５－ｂは、
時間的に整合されないＤＴＸＷを有する）。追加または代替として、ＵＥ１１５－ａに構
成されたＤＭＴＣと、サービングセル２０５－ａまたはネイバーセル２０５－ｂのＤＴＸ
Ｗとは重複しないことがある。さらに、ＵＥ１１５－ａは、ＤＭＴＣがサービングセル２
０５－ａのＤＴＸＷまたはネイバーセル２０５－ｂのＤＴＸＷと重複する程度を知らない
ことがある。
【００９９】
　[0109]ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５－ａにネイバーセルＤＴＸＷパラメータを明示
的にまたは暗黙的にシグナリングし得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、通信リンク２１
５を介して基地局１０５－ａにオフセットインジケータをシグナリングすることによって
（たとえば、基地局１０５－ｂの）ＤＴＸＷオフセットを明示的に示し得る。代替的に、
基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａからのＵＥ報告から基地局１０５－ｂのＤＴＸＷ構
成を導出し得る。ＵＥ報告は、ネイバーセル２０５－ｂ　ＤＴＸＷパラメータを決定する
ために基地局１０５－ａによって使用されるべきネイバーセル２０５－ｂに関連するタイ
ミングおよび測定情報を含み得る。たとえば、基地局１０５－ａは、各ＵＥ報告をタイム
スタンプに関連付け得る。
【０１００】
　[0110]さらに、基地局１０５－ａは、特定の周期性およびタイミングオフセットにおい
て測定するようにＵＥ１１５－ａに依頼することによって、ＤＴＸＷ周期性を決定し得る
。ＵＥ１１５－ａは、（たとえば、周波数間測定のための）他の周波数上での測定を可能
にするために、基地局１０５－ａによって与えられる測定ギャップを使用し得る。
【０１０１】
　[0111]ＵＥ１１５－ａは、ＤＴＸＷサブフレームオフセットを識別するために、サブフ
レームがＤＴＸＷの一部であるか否かを決定し得る。たとえば、ＤＲＳがより高いダイバ
ーシティをもつ特定の同期チャネルを使用する場合、ＰＳＳ／ＳＳＳ特殊シグネチャが利
用され得る。ＵＥ１１５－ａはまた、ＰＢＣＨの第１の発生（たとえば、ＲＶ０）がＤＴ
ＸＷ中にあり得るので、冗長バージョン（ＲＶ）またはＭＩＢを決定することによってサ
ブフレームがＤＴＸＷの一部であると決定し得る。冗長バージョンは、ＤＲＳがＤＴＸＷ
に属するかどうか、またはＤＲＳがＤＴＸＷの外部にあるかどうかを示すための１ビット
フィールドを含み得る（たとえば、ＤＲＳがＤＴＸＷに属する場合、ビットは有効である
）。ＭＩＢペイロード（したがって、サブフレームオフセット番号）は、拡張ＰＢＣＨ（
ｅＰＢＣＨ）のすべてのＲＶについて同じままであり得、ＤＴＸＷ機会ごとにリセットさ
れ得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、サブフレーム番号を決定するためにＭＩＢ中の
サブフレームオフセットインジケータを使用すべきかどうかを決定するために、１ビット
ＭＩＢインジケータを使用し得る。
【０１０２】
　[0112]また、ＤＴＸＷサブフレームは、非サブフレーム固有ＣＲＳを観測すること（た
とえば、サブフレームの連続するインデックス付けと矛盾するＣＲＳシグネチャのシーケ
ンスを観測すること）によって検出され得る。すなわち、ＣＲＳシグネチャは、ＤＴＸＷ
の一部であるサブフレームの潜在的範囲を決定するために使用され得る。たとえば、ある
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サブフレームインデックスに対応することが知られているＣＲＳスクランブリング（たと
えば、サブフレーム０　ＣＲＳスクランブリングを用いたサブフレームｎ、およびそれに
続くサブフレーム４　ＣＲＳスクランブリングを用いたサブフレームｎ＋１）が観測され
得、ＤＴＸＷ中にあることが知られているサブフレームに関連し得る。いくつかの例では
、ｎ＋１が４のサブフレームインデックスに対応し得、したがって、サブフレームインデ
ックス３に対応するサブフレームｎは、それがＤＴＸＷ中にあった場合、サブフレームイ
ンデックス０についてのＣＲＳを用いてスクランブルされ得るので、サブフレームｎ－３
、ｎ－２、ｎ－１、ｎはＤＴＸＷの一部であると決定され得る。さらに、いくつかの場合
には、同じフレーム中の先行するサブフレームはＤＴＸＷの一部であり得る。いくつかの
場合には、ＤＴＸＷ中のサブフレームの範囲は正確に決定され得る。他の例では、ＤＴＸ
Ｗ中のサブフレームの範囲は推定され得るか、または、いくつかの前に検証されていない
ＤＴＸＷ仮説を解消するために、ＵＥ１１５－ａはサブフレームのシーケンスを使用し得
る。
【０１０３】
　[0113]ＤＲＳの持続時間が知られていないことがある。ＤＲＳは、１２個または１４個
の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルからなり得る。ｅＳＩＢも１２個または１４
個のシンボルであり得、その長さは、Ｃ－ＰＤＣＣＨによって、またはｅＳＩＢをスケジ
ュールするＵＥ固有ＰＤＣＣＨによって示され得る。ＵＥ１１５－ａは、ｅＳＩＢを復号
するためにこの長さ情報を使用し得る。長さ情報が利用可能でない場合、ＵＥ１１５－ａ
は、ｅＳＩＢ復号のために１２個のシンボルまたは１４個のシンボルのいずれかを使用し
得る。
【０１０４】
　[0114]ＵＥ１１５－ａは、ＤＴＸＷパラメータ仮説を決定するために測定の観測を使用
し得る。近似ＤＴＸＷパラメータの仮説は、測定（たとえば、基準信号受信電力（ＲＳＲ
Ｐ）測定）中に観測される繰返し測定値またはパターンから起こり得る。ＵＥ１１５－ａ
は、ＤＲＳ固有スクランブリング（たとえば、サブフレーム０およびサブフレーム５スク
ランブリングのみ）を用いてスクランブルされるパイロットをもつサブフレーム中でＲＳ
ＲＰのみを測定するように構成され得る。ＵＥ１１５－ａまたは基地局１０５－ａは、最
大ＲＳＲＰ観測がクラスタリングされるかまたは最高メジアンを有する、オフセット間隔
を見つけ得る。追加または代替として、ＵＥ１１５－ａまたは基地局１０５－ａは、最大
数のＲＳＲＰがクラスタリングされるオフセットを考慮し得る。ＵＥ１１５－ａおよび基
地局１０５－ａは、ネイバーセル（たとえば、基地局１０５－ｂ）ごとに複数の潜在的Ｄ
ＴＸＷオフセットおよび周期性を維持し得る。
【０１０５】
　[0115]基地局１０５－ａまたはＵＥ１１５－ａは、選定されたＤＴＸＷ仮説を検証する
ことを試み得る。決定された仮説を検証するために、基地局１０５－ａまたはＵＥ１１５
－ａは、決定された仮説オフセットおよび／または周期性における（たとえば、ＤＭＴＣ
ゲーティングを介して）測定をターゲットにし得る。仮定は、負荷状態に沿ってＲＳＲＰ
を検出することの高い見込みを観測することによって、あるいはＲＳＲＰ値が周囲のサブ
フレーム上のＲＳＲＰ測定値を超えるかまたはそれに等しいと決定することによって検証
され得る。
【０１０６】
　[0116]基地局１０５－ａは、当該のネイバーセル（たとえば、ネイバーセル２０５－ｂ
）のより正確なおよび迅速な測定をするために、接続モード測定のためのＤＭＴＣを用い
てＵＥ１１５－ａを構成し得る。たとえば、基地局１０５－ａがサービスする品質の劣化
が、ネイバーセル（たとえば、ネイバーセル２０５－ｂ）測定をトリガ（たとえば、Ａ２
トリガ）し得る。さらに、ターゲットセルがＵＥ１１５－ａ位置特定について成功したセ
ルであるとすでに知られている場合、ＵＥ１１５－ａは、ターゲットセル上で測定を実施
し得る。さらに、日和見的（たとえば、非ＤＴＸＷ）ターゲットセル測定が、セル（たと
えば、ネイバーセル２０５－ｂ）が良好なネイバーであることを示唆し、セルの測定を生
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じ得る。
【０１０７】
　[0117]基地局１０５－ａは、ハンドオーバをトリガするために、ＵＥ１１５－ａが、Ｄ
ＭＴＣの外部でネイバーセル（たとえば、ネイバーセル２０５－ｂ）を測定することを可
能にし得る。ＵＥ１１５－ａはまた、ＤＭＴＣの外部で周波数間ネイバーを測定するため
に、（たとえば、間欠送信（ＤＴＸ）アイドル中に）サービング周波数から離調すること
を自律的に決定し得る。周波数内ネイバーもＤＭＴＣの外部で測定され得る。ＵＥ１１５
－ａはまた、基地局１０５－ａが、生じたスケジューリングアウテージに適応する（たと
えば、基地局１０５－ａがそれを予想する、基地局１０５－ａが明示的ＨＡＲＱフィード
バックに反応するだけであるなど）と仮定して、ＤＴＸアイドルの外部で離調し得る。
【０１０８】
　[0118]ＲＬＭのためのＤＭＴＣが、低減された電力消費を生じ得る。すなわち、ＤＴＸ
Ｗの周期性よりも大きいかまたはそれに等しいＤＭＴＣの周期性を使用すること、あるい
はＤＴＸＷのサイズよりも小さいかまたはそれに等しいＤＭＴＣのオン期間を使用するこ
とが、電力消費を低減し得る。基地局１０５－ａは、サービングセル２０５－ａのＤＴＸ
Ｗよりも小さいかまたはあまり頻繁でないようにＤＭＴＣを構成し得る。ＵＥ１１５－ａ
は、ＲＬＭウィンドウサイズまたは周期性を自律的に限定し得る。基地局１０５－ａとＵ
Ｅ１１５－ａの両方は、（たとえば、負荷状態、過去の観測などから導出された）予想さ
れるＤＲＳ成功率に基づいてＤＭＴＣを制限し得る。
【０１０９】
　[0119]ＵＥ１１５－ａは、ＤＴＸＷ機会上でＲＬＭを実施することが予想され得る。Ｄ
ＲＸが構成されるとき、ＵＥ１１５－ａはそれ自体をＤＲＸオン時間中の機会に限定し得
、これは、ＤＴＸＷサンプルを含んでいることも含んでいないこともある。基地局１０５
－ａは、基地局１０５－ａスケジューラ性能を増加させ、ＵＥ１１５－ａ電力消費を低減
するために、ＵＥ１１５－ａがいつＤＴＸＷに同調するかを指定し得る。ＵＥ１１５－ａ
オン持続時間中に（たとえば、まったくまたはＵＥ１１５－ａについてのいずれかで）ス
ケジューリングが行われない場合、ＵＥ１１５－ａは、構成されたオン持続時間の後の（
たとえば、その直後の）ある時間においてＤＴＸＷをリッスン（listen）し得る。基地局
１０５－ａは、それらのＤＴＸＷサブフレーム中でＵＥ１１５－ａをスケジュールするこ
とを可能にされ得る。いくつかの場合には、ＵＥ１１５－ａはＤＴＸＷ機会を、１つのま
たは構成された複数の前のオン持続時間オケージョン中にそれらがスケジュールされなか
った場合、同調させ得る。いずれか１つのまたは構成された複数のＤＴＸＷ機会中でスケ
ジューリングがＵＥ１１５－ａについて行われると、ＵＥ１１５－ａは、スケジューリン
グおよびＲＬＭ目的のためにオン持続時間をリッスンすることにスイッチバックし得る。
【０１１０】
　[0120]前に決定されたＤＴＸＷ情報は、将来のＤＴＸＷを構成するためにキャッシュさ
れ得る。たとえば、基地局１０５－ａまたはＵＥ１１５－ａは、後での再利用のための前
のＤＴＸＷ情報をキャッシュし得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、同じ物理セル識別
情報（ＰＣＩ）が、所与の時間（たとえば、同じサブフレームタイミング）内で再び観測
された場合、開始点としてキャッシュされた情報を再利用し得る。さらに、基地局は、第
２のＵＥのための測定を構成するために、１つのＵＥからのＤＴＸＷ情報を再利用し得る
。
【０１１１】
　[0121]追加または代替として、アイドルモードＤＭＴＣが、ネイバーセルの監視中に実
施される探索の数を低減するように構成され得る。すなわち、ＵＥ１１５－ａは、サービ
ングセル２０５－ａの状態がしきい値を上回る限り、ネイバー（たとえば、ネイバーセル
２０５－ｂ）を探索するためのＤＭＴＣアイドルウィンドウを与えられ得る。ＵＥ１１５
－ａは、サービングセル２０５－ａの品質がしきい値を超える場合、ＵＥ１１５－ａの探
索を、構成されたＤＭＴＣに限定し得る。ＤＭＴＣアイドルウィンドウパラメータは、オ
フセットと周期性と長さとを含み得る。ＤＭＴＣアイドルウィンドウパラメータの一部ま
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たは全部は、周波数ベースで与えられ得る。
【０１１２】
　[0122]ＤＴＸＷ中にのみＵＥ１１５－ａをページングすることが、電力消費を低減し得
る（すなわち、それは、ＵＥ１１５－ａがページングチャネルを監視することをＤＭＴＣ
オン持続時間に限定することを可能にし得る）。いくつかの場合には、（たとえば、変化
は、ページングフレーム（ＰＦ）とページング機会（ＰＯ）とを決定することに関するの
で）変化を限定するためにデフォルトページングフレームワークが再利用され得る。ＰＦ
の数は、ＤＭＴＣページングフレームと重複するＰＦの数によってスケーリングされ得る
。たとえば、フレームの数は次のように決定され得る。
【０１１３】
【数１】

【０１１４】
ここで、Ｎはページング可能フレームの数であり、ｎＤはフレーム中のＤＭＴＣページン
グ期間であり（たとえば、基地局のＤＴＸＷ期間と同じであり得る）、ＴおよびｎＢは既
存のパラメータである。代替的に、Ｔは、ＤＭＴＣ　ＰＯの数として次のように定義され
得る。
【０１１５】

【数２】

【０１１６】
　[0123]いくつかの場合には、ＰＯは、ある整数値（たとえば、１）に限定され得る。追
加のページングパラメータが、各ＰＯの（たとえば、サブフレーム中の）サイズと、ＰＯ
に適用された（たとえば、サブフレーム中の）オフセットとを含み得る。ＵＥ１１５－ａ
は、基地局１０５－ａがページング無線ネットワーク一時識別子（Ｐ－ＲＮＴＩ：paging
-radio network temporary identifier）をアドレス指定したと決定した後に、または基
地局１０５－ａがＵＥ１１５－ａをページングしたと決定した後に、ＰＯをリッスンする
ことを停止し得る。たとえば、Ｎｓの全範囲がＰＯの数よりも大きい場合、Ｎｓにおける
未使用範囲は、ＰＯサイズまたはオフセットをシグナリングするために使用され得る。
【０１１７】
　[0124]いくつかの場合には、基地局１０５－ａはまた、ｅＳＩＢ中のフィールドの一部
として、またはＣ－ＰＤＣＣＨと呼ばれることがあるブロードキャスト制御チャネルのフ
ィールド中でサブフレームタイプ（たとえば、ＭＢＳＦＮまたは非ＭＢＳＦＮ）の指示を
送信し得る。レイヤ１シグナリング（ＵＥ固有またはセル固有のいずれか）も、サブフレ
ーム（ＳＦ）タイプを示すために使用され得る（たとえば、物理制御フォーマットインジ
ケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）またはＰＨＩＣＨリソースが使用され得る）。基地局１
０５－ａは、後続のサブフレームのためのＤＲＳ指示をも送信し得る（すなわち、次回の
サブフレームがＤＲＳを有するかどうかを示し得る）。いくつかの場合には、制御領域制
限がトリガサブフレーム中で示され得る。
【０１１８】
　[0125]追加または代替として、基地局１０５－ａは、ブロードキャストまたはＣ－ＰＤ
ＣＣＨの一部として、次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレーム
、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間、送信機会の全長の指示を送信し得
る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、トリガとしてのＣ－ＰＤＣＣＨのコンテンツに基づ
いて、前に与えられたＵＬ許可に対応するアップリンク送信を実施すべきかどうかを決定
し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、トリガとしてのＣ－ＰＤＣＣＨのコンテンツに基
づいて、ショート物理アップリンク制御チャネル（ｓＰＵＣＣＨ）または物理ランダムア
クセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）のアップリンク送信を実施すべきかどうかをも決定し得る
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。
【０１１９】
　[0126]図３Ａおよび図３Ｂは、発見信号測定構成をサポートするためのＤＴＸＷ推定３
０１および３０２の例を示す。いくつかの場合には、本明細書の態様は、図１および図２
を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって実施される技
法の態様を表し得る。ＤＴＸＷ推定３０１および３０２は、ＵＥ１１５が、観測されたサ
ブフレーム構成３０５を測定し得、推定されたサブフレーム構成３１０を識別するために
ＣＲＳシグネチャを使用し得る例を示す。
【０１２０】
　[0127]ＤＴＸＷ内のＤＲＳサブフレーム（ＳＦ）のためのＣＲＳスクランブリングが、
システム内でまたはＵＥのいくつかのグループのためにあらかじめ定義され得る。たとえ
ば、ＳＦ０～４上で送信されるＣＲＳは、第１のスクランブリングを使用し得、ＳＦ５～
９中のＣＲＳは、第２のスクランブリングを使用し得る。さらに、他の信号またはいくつ
かのチャネルの態様が、同様のシグナリングを採用し得、たとえば、サブフレーム固有ス
クランブリングが、ＰＤＣＣＨ探索空間のために使用され得る。同様に、ｅＳＩＢのため
のＰＤＳＣＨスクランブリングおよびページングのためのＰＤＳＣＨスクランブリングが
、同様に採用され得る。
【０１２１】
　[0128]いくつかの例では、ＣＲＳは、ＳＦ０／５スクランブリングを使用し、ＰＤＳＣ
Ｈ、ＰＤＣＣＨ、および他のチャネルは、ＤＴＸＷ中のＤＲＳサブフレームのためのサブ
フレーム固有スクランブリングを使用する。サービングセルおよびネイバーセルの場合、
ＵＥ１１５は、ＰＢＣＨ復号からサブフレーム番号とＳＦＮとを取得し得、取得されたサ
ブフレーム情報に基づいてＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨ復号を実施し得る。別の例では、
すべてのチャネルは、ＤＴＸＷ中のＤＲＳサブフレーム上でＳＦ０／５スクランブリング
を使用し得る。これらの場合、ＵＥ１１５は、ｅＳＩＢの複数仮説検定を実施し得る。
【０１２２】
　[0129]図３Ａの例に示されているように、サブフレーム構成３０５－ａは、ＤＴＸＷの
内部または外部にあることが知られていないサブフレーム（たとえば、未知のサブフレー
ム３１５－ａおよび３１５－ｃ）を含み得る。たとえば、ＵＥは、ＤＲＳを識別すること
、または非サブフレーム固有ＣＲＳシグネチャをもつサブフレーム３１５－ａ、第１のＣ
ＲＳシグネチャをもつサブフレーム３１５－ｂ、および第２のＣＲＳシグネチャをもつサ
ブフレーム３１５－ｃを識別することに失敗し得る。
【０１２３】
　[0130]第１のＣＲＳシグネチャは、サブフレームが０～４のサブフレームであることを
暗示し得、第２のＣＲＳシグネチャは、サブフレームがＳＦ５～９にあることを暗示し得
る。第１のＣＲＳシグネチャおよび第２のＣＲＳシグネチャのいくつかのシーケンスは、
いくつかのサブフレームがＤＴＸＷ内にあることを暗示し得る。すなわち、観測されたサ
ブフレーム構成３０５－ａ中のＣＲＳシグネチャのシーケンスは、推定されたサブフレー
ム構成３１０－ａの非ＤＴＸＷサブフレーム３２５およびＤＴＸＷサブフレーム３３０を
決定するために使用され得る（すなわち、第１のシグネチャをもつサブフレームのすぐ後
に、第２のシグネチャをもつサブフレームが続くので、それは、推定されたＤＴＸＷサブ
フレーム３３０の可能性を限定する）。いくつかの場合には、推定されたＤＴＸＷサブフ
レーム３３０の特定のウィンドウは、それが非ＤＴＸＷサブフレーム３２５を除外すると
決定され得る。
【０１２４】
　[0131]図３Ｂに示されている例によれば、ＵＥ１１５は、異なる観測されたサブフレー
ム構成３０５－ｂを測定し得、推定されたサブフレーム構成３１０－ｂを決定するために
ＣＲＳシグネチャを使用し得る。観測されたサブフレーム構成３０５－ｂは、ＤＴＸＷの
内部または外部にあることが知られていないサブフレーム（たとえば、未知のサブフレー
ム３１５－ｅおよび３１５－ｇ）を含み得る。しかしながら、ＵＥは、サブフレーム３１
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５－ｆを第１のＣＲＳシグネチャに関連付け得、サブフレーム３１５－ｆも第１のＣＲＳ
シグネチャを有し得る。したがって、ＵＥ１１５は、推定されたＤＴＸＷサブフレーム３
３０のセットを識別し得る。しかしながら、未知のサブフレーム３２０など、他のサブフ
レームは、まだ未決定であり得る。後続の測定は、追加情報を与え得、ＵＥ１１５が、推
定されたＤＴＸＷを改良することを可能にし得る。
【０１２５】
　[0132]図３Ｃは、本開示の態様による、発見信号測定構成をサポートするためのＤＴＸ
Ｗリソース３５０とそれのサブセットとを示す。いくつかの場合には、ＤＴＸＷリソース
３５０は、図１および図２を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１
０５によって実施される技法の態様を表し得る。
【０１２６】
　[0133]図３Ｃの例では、ＤＴＸＷリソース３５０は、ＤＴＸＷ３６５内にリソースを含
み得、これは、共有無線周波数スペクトル帯域の広帯域帯域幅３６０にわたり得る。ＤＴ
ＸＷリソース３５０は、ＤＲＳ３５５リソースと、１つまたは複数の他のチャネル３７０
のためのリソース（たとえば、ＰＤＣＣＨリソース、ＰＤＳＣＨリソース、基準信号リソ
ースなど）とを含み得るいくつかの例では、上記のように、ＵＥは、狭帯域リソース３７
５など、ＤＴＸＷリソースのサブセットを監視し、監視された狭帯域リソース３７５に基
づいてＤＲＳブロッキングの決定を行い得る。他の例では、ＵＥは、他のチャネル３７０
の１つまたは複数のリソースを監視し、他のチャネル３７０中の１つまたは複数の信号に
基づいてＤＲＳブロッキングの決定を行い得る（たとえば、ＵＥは、Ｃ－ＰＤＣＣＨ送信
を復号するが、ＤＲＳ３５５送信を逃すことがあり、これは、基地局がワイヤレス媒体に
勝つことに失敗することから生じるＤＲＳブロッキングとは対照的にＤＲＳ検出失敗を表
し得る）。いくつかの例では、ＵＥは、ＤＴＸＷリソース３５０のサブセットの監視に少
なくとも部分的に基づいて１つまたは複数のＲＬＭパラメータを決定し、基地局にＲＬＭ
パラメータを報告し得る。いくつかの例では、報告は、ＤＴＸＷ３６５中の基地局からの
１つまたは複数の送信の検出と、ＤＲＳ３５５を検出することの失敗とに少なくとも部分
的に基づいて、ＤＲＳ検出失敗を報告することを含み得る。
【０１２７】
　[0134]図４Ａは、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成の
ためのプロセスフロー４００の一例を示す。プロセスフロー４００は、ＵＥ１１５－ｂに
加えて基地局１０５－ｃおよび１０５－ｄを含み得、これは、図１および図２を参照しな
がら説明された対応するデバイスの例であり得る。
【０１２８】
　[0135]ステップ４０５において、基地局１０５－ｄ（たとえば、ネイバーセル）は、Ｕ
Ｅ１１５－ｂによって測定されるＤＲＳを送信し得る。ネイバーセル（たとえば、基地局
１０５－ｄ）のＤＴＸＷは、ＤＲＳから識別され得るか、あるいはＰＳＳ、ＳＳＳ、また
はＣＲＳのシグネチャに基づいて識別され得る。さらに、ネイバーセルＤＴＸＷは、ＰＢ
ＣＨ送信の冗長バージョンに基づいて、またはＭＩＢのフィールドに基づいて識別され得
る。いくつかの場合には、ＵＥ１１５－ｂは、ＤＲＳ固有スクランブリングを使用するサ
ブフレーム中に測定を実施するように構成され得る。
【０１２９】
　[0136]ステップ４１０において、ＵＥ１１５－ｂは、随意に、基地局１０５－ｄのＤＲ
Ｓ測定に基づいて、ＤＴＸＷオフセット、周期性、および長さなど、ネイバーＤＴＸＷパ
ラメータを決定し得る。ステップ４１５において、ＵＥ１１５－ｂは、基地局１０５－ｃ
（たとえば、サービングセル）に測定結果またはＤＴＸＷパラメータを報告し得る。
【０１３０】
　[0137]基地局１０５－ｃは、ステップ４２０においてネイバーセル（たとえば、基地局
１０５－ｄ）ＤＴＸＷパラメータを決定し得る。ＤＴＸＷパラメータは、ステップ４１５
の場合のように基地局１０５－ｃにシグナリングされ得るか、またはＵＥ１１５－ｂから
の（たとえば、基地局１０５－ｄの測定の）受信された測定報告に基づいて決定され得る
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かのいずれかであり得る。すなわち、基地局１０５－ｃは、ＵＥ１１５－ｂからの測定報
告に関連するタイムスタンプを識別し得、測定の時間および結果からの推論に基づいてネ
イバーセル（たとえば、基地局１０５－ｄ）ＤＴＸＷパラメータを決定し得る。たとえば
、推定されたＤＴＸＷ周期性または推定されたＤＴＸＷオフセットは、最大数のＲＳＲＰ
観測が発生する間隔に基づき得る。
【０１３１】
　[0138]ステップ４２５において、基地局１０５－ｃは、ＵＥ１１５－ｂにＤＭＴＣを送
信し得る。ＤＭＴＣは、ステップ４２０のＤＴＸＷパラメータに基づき得る。ＤＭＴＣは
、ＵＥ１１５－ｂの接続モードのための構成を含み得、および／またはＵＥ１１５－ｂの
アイドルモードのための構成を含み得る。ＵＥ１１５－ｂは、アイドルモードのためのＤ
ＭＴＣに基づいて、アイドルモードにある間、ネイバーセル上で測定を実施し得る。ＤＭ
ＴＣは、１つまたは複数の周波数に対応するパラメータを含み得る。
【０１３２】
　[0139]ステップ４３０において、基地局１０５－ｃは、ＤＴＸＷ中にＤＲＳを送信し得
る。ＤＴＸＷは、ＵＥ１１５－ｂのＤＭＴＣウィンドウと部分的にまたは完全に重複し得
る。ステップ４３５において、基地局１０５－ｄは、それ自体のＤＴＸＷ中にＤＲＳを送
信し得る。基地局１０５－ｄのＤＴＸＷは、ＵＥ１１５－ｂのＤＭＴＣウィンドウと部分
的にまたは完全に重複し得る。ステップ４４０において、ＵＥ１１５－ｂは、ＤＭＴＣウ
ィンドウ内で基地局１０５－ｃおよび／または基地局１０５－ｄからのＤＲＳを測定し得
る。
【０１３３】
　[0140]図４Ｂは、本開示の態様による、ランダムアクセス構成をサポートするシステム
における別のプロセスフロー４５０の一例を示す。プロセスフロー４５０は、図１、図２
、および図４Ａを参照しながら説明された対応するデバイスの例であり得る、基地局１０
５－ｃ－１とＵＥ１１５－ｂ－１とを含み得る。
【０１３４】
　[0141]ブロック４５５において、基地局１０５－ｃ－１は、２ステップおよび４ステッ
プＲＡＣＨプロシージャのためのリソースを割り振り得る。さらに、いくつかの例では、
基地局１０５－ｃ－１は、２ステップＲＡＣＨプロシージャのためのランダムアクセスリ
ソースの第１のサブセットを識別し、４ステップＲＡＣＨプロシージャのためのランダム
アクセスリソースの第２のサブセットを識別し得る。基地局１０５－ｃ－１はまた、いく
つかの例では、ランダムアクセスリソースの第１のサブセットまたはランダムアクセスリ
ソースの第２のサブセットのうちの１つを選択するためのＵＥ１１５－ｂ－１のための１
つまたは複数の選択基準を構成し得る。いくつかの例では、１つまたは複数の選択基準は
、ＵＥ１１５－ｂ－１に関連する通信チャネルのチャネル品質しきい値を含み得、ランダ
ムアクセスリソースの第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの第２のサブセ
ットを選択するための１つまたは複数の構成されたしきい値を含み得る。いくつかの例で
は、ランダムアクセスリソースの第１のサブセットは、ランダムアクセスリソースのセッ
トのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの第２のサブ
セットは、ランダムアクセスリソースのセットのインターレースの第２のサブセットを備
える。
【０１３５】
　[0142]基地局１０５－ｃ－１は、ランダムアクセスリソースの第１のサブセット、ラン
ダムアクセスリソースの第２のサブセット、または選択基準のうちの１つまたは複数の指
示を含み得る、ＤＲＳ／ｅＳＩＢ４５７を送信し得る。
【０１３６】
　[0143]ＵＥ１１５－ｂ－１は、ＤＲＳ／ｅＳＩＢ４５７を受信し、２ステップＲＡＣＨ
プロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセットと４ステップＲＡＣ
Ｈプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセットとを識別し得る。
いくつかの例では、インターレースの第１のサブセットは、２ステップＲＡＣＨプロセス
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の第１のＲＡＣＨメッセージのための十分なペイロード容量を可能にするように構成され
得る。ブロック４６０において、ＵＥ１１５－ｂ－１は、送信されるべきであるデータを
識別し、ＲＡＣＨプロシージャを開始し得る。ブロック４６２において、ＵＥ１１５－ｂ
－１は、ＲＡＣＨプロシージャと、ＲＡＣＨリソースの第１のサブセットまたはＲＡＣＨ
リソースの第２のサブセットのうちの１つとを選択し得る。そのような選択は、たとえば
、基地局１０５－ｃ－１とＵＥ１１５－ｂ－１との間の通信チャネルのチャネルメトリッ
クに基づき得る。
【０１３７】
　[0144]ＵＥ１１５－ｂ－１は、リソースの選択されたサブセットを使用してランダムア
クセスＭＳＧ１　４６５を送信し得る。選択されたＲＡＣＨプロシージャに基づいて、２
メッセージＲＡＣＨプロシージャが選択された場合、ＭＳＧ１　６４５は、ランダムアク
セス要求とＵＥ　ＩＤと送信されるべきデータの指示とを含み得る。代替的に、４メッセ
ージＲＡＣＨプロシージャが選択された場合、ＭＳＧ１　４６５は単にランダムアクセス
要求を含み得る。ブロック４６７において、基地局１０５－ｃ－１は、２ステップまたは
４ステップＲＡＣＨ要求としてＲＡＣＨ要求を識別し得る。いくつかの例では、決定は、
ＭＳＧ１　４６５中に含まれるデータに基づいて行われ得る。いくつかの例では、決定は
、ＭＳＧ１　４６５を送信するために使用されたリソースに基づいて行われ得る。たとえ
ば、ＲＡＣＨリソースの第１のサブセットは、ＲＡＣＨリソースのセットのインターレー
スの第１のサブセットを含み得、ＲＡＣＨリソースの第２のサブセットは、ＲＡＣＨリソ
ースのセットのインターレースの第２のサブセットを含み得る。基地局１０５－ｃ－１は
、ＭＳＧ１　４６５のために使用された（１つまたは複数の）インターレースに基づいて
ＲＡＣＨプロシージャを決定し得る。ブロック４７０において、基地局１０５－ｃ－１は
、アップリンクおよび／またはダウンリンクリソースを割り振り、接続をセットアップし
得る。基地局１０５－ｃ－１は、ＵＥ１１５－ｂ－１にＭＳＧ２　４７２を送信し得、こ
れは、２ステップＲＡＣＨプロシージャが使用される場合にアップリンクまたはダウンリ
ンクリソースを含み得るか、あるいは一時的ＵＥ　ＩＤを含み得、４ステップＲＡＣＨプ
ロシージャの第３のＲＡＣＨメッセージのためのアップリンクリソースが使用される。
【０１３８】
　[0145]随意のブロック４７５において、ＵＥ１１５－ｂ－１は、４ステップＲＡＣＨプ
ロセスが使用される場合、接続要求およびＵＥ　ＩＤをＭＳＧ３にフォーマットし得、基
地局１０５－ｃ－１にＭＳＧ３　４７７を送信し得る。基地局１０５－ｃ－１は、ブロッ
ク４８０において、４ステップＲＡＣＨプロシージャが使用される場合、接続セットアッ
プを実施し、ＵＥ１１５－ｂ－１にアップリンクおよびダウンリンクリソースを割り振り
、ＭＳＧ４　４８２中で情報を送信し得る。いくつかの例では、２ステップＲＡＣＨプロ
シージャは、基地局１０５－ｃ－１およびＵＥ１１５－ｂ－１がより少数のリッスンビフ
ォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実施しなければならないことにより、有利であり得
る。いくつかの場合には、４ステップＲＡＣＨプロシージャは、より少ないデータがＲＡ
ＣＨリソース中で送信されることと、したがって、チャネル品質がより低くなり得る状況
のための正成功した受信のより高い可能性とにより、有利であり得る。
【０１３９】
　[0146]いくつかの場合には、ＵＥ１１５－ｂ－１は、構成に基づいて、自律的にまたは
半自律的に、２ステップＲＡＣＨプロシージャと４ステップＲＡＣＨプロシージャとの間
で決定することを可能にされ得る。たとえば、決定は、チャネル品質などのメトリックに
基づき得る。基地局１０５－ｃ－１は、（たとえば、ｅＳＩＢを介して）１つまたは複数
のメトリックのためのしきい値など、選択基準を知らせ得、ＵＥ１１５－ｂ－１は、選択
基準に基づいてＲＡＣＨプロシージャを選択し得る。いくつかの例では、２ステップＲＡ
ＣＨプロシージャは、ｓＰＵＣＣＨまたは拡張ＰＵＣＣＨ（ｅＰＵＣＣＨ）ランダムアク
セスリソースを使用し得る。
【０１４０】
　[0147]図５は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポ
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ートするワイヤレスデバイス５００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス５００は、
図１、図２、図４Ａ、および図４Ｂを参照しながら説明された基地局１０５の態様の一例
であり得る。ワイヤレスデバイス５００は、受信機５０５と、送信機５１０と、基地局Ｄ
ＭＴＣマネージャ５１５とを含み得る。ワイヤレスデバイス５００はプロセッサをも含み
得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【０１４１】
　[0148]受信機５０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、ならびにＤＴＸＷ検出および発
見信号測定構成に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の
構成要素に受け渡され得る。受信機５０５は、図８を参照しながら説明されるトランシー
バ８２５の態様の一例であり得る。
【０１４２】
　[0149]送信機５１０は、ワイヤレスデバイス５００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機５１０は、トランシーバモジュール中で受信機
とコロケートされ得る。たとえば、送信機５１０は、図８を参照しながら説明されるトラ
ンシーバ８２５の態様の一例であり得る。送信機５１０は単一のアンテナを含み得るか、
またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【０１４３】
　[0150]基地局ＤＭＴＣマネージャ５１５は、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つま
たは複数のパラメータを決定し、ＤＭＴＣを含むメッセージをＵＥに送信し得、ここで、
ＤＭＴＣは、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータに基づく。
【０１４４】
　[0151]基地局ＤＭＴＣマネージャ５１５はまた、ＵＥのためのＤＭＴＣを識別し、ＤＭ
ＴＣに基づいてページングフレームを識別し、識別されたページングフレーム中にＵＥ１
１５にページングメッセージを送信し得る。
【０１４５】
　[0152]基地局ＤＭＴＣマネージャ５１５はまた、送信機会の１つまたは複数のパラメー
タを識別することと、ここで、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフ
レーム、次回のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始および持
続時間、または送信機会（ＴＸＯＰ）の全長を含む、ブロードキャストメッセージ中でま
たはＣ－ＰＤＣＣＨ中で１つまたは複数のパラメータを送信することとを行い得る。基地
局ＤＭＴＣマネージャ５１５はまた、図８を参照しながら説明される基地局ＤＭＴＣマネ
ージャ８０５の態様の一例であり得る。
【０１４６】
　[0153]図６は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポ
ートするワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００は、
図１、図２、図４Ａ、図４Ｂ、および図５を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス
５００または基地局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス６００は、受信
機６０５と、基地局ＤＭＴＣマネージャ６１０と、送信機６３５とを含み得る。ワイヤレ
スデバイス６００はプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信して
いることがある。
【０１４７】
　[0154]受信機６０５は、デバイスの他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。
受信機６０５はまた、図５の受信機５０５を参照しながら説明された機能を実施し得る。
受信機６０５は、図８を参照しながら説明されるトランシーバ８２５の態様の一例であり
得る。
【０１４８】
　[0155]基地局ＤＭＴＣマネージャ６１０は、図５を参照しながら説明された基地局ＤＭ
ＴＣマネージャ５１５の態様の一例であり得る。基地局ＤＭＴＣマネージャ６１０は、ネ
イバーＤＴＸＷ構成要素６１５と、ＤＭＴＣ構成要素６２０と、ページング構成要素６２
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５と、ＴＸＯＰ構成要素６３０とを含み得る。基地局ＤＭＴＣマネージャ６１０は、図８
を参照しながら説明される基地局ＤＭＴＣマネージャ８０５の態様の一例であり得る。
【０１４９】
　[0156]ネイバーＤＴＸＷ構成要素６１５は、ネイバーセルのためのＤＴＸＷ周期性、Ｄ
ＴＸＷオフセット、またはＤＴＸＷ長を推定することと、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連
する１つまたは複数のパラメータを決定することとを行い得る。いくつかの場合には、Ｄ
ＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータは、ＤＴＸＷオフセットパラメータ、ＤＴ
ＸＷ周期性パラメータ、またはＤＴＸＷ長パラメータを含む。いくつかの場合には、推定
されたＤＴＸＷ周期性、推定されたＤＴＸＷオフセット、またはＤＴＸＷ長は、最大数の
ＲＳＲＰ観測を含む間隔に基づく。
【０１５０】
　[0157]ＤＭＴＣ構成要素６２０は、ＤＴＸＷ周期性、ＤＴＸＷオフセット、またはＤＴ
ＸＷ長に基づいてネイバーセルの測定を実施することと、ここで、測定報告はその測定に
基づく、１つまたは複数の記憶されたパラメータに基づいて後続のＤＭＴＣを含む後続の
メッセージを送信することと、ＵＥのためのＤＭＴＣを識別することと、ＤＭＴＣを含む
メッセージをＵＥに送信することと、ここで、ＤＭＴＣは、ネイバーセルのＤＴＸＷに関
連する１つまたは複数のパラメータに基づく、を行うようにＵＥ１１５を構成し得る。
【０１５１】
　[0158]いくつかの場合には、測定を実施するようにＵＥ１１５を構成することは、ＤＲ
Ｓ固有スクランブリングを使用するサブフレームのための測定を実施するようにＵＥ１１
５を構成することを含む。いくつかの場合には、ＤＭＴＣの周期性は、ＤＴＸＷの周期性
の整数倍数または整数約数であり、あるいは、ここで、ＤＭＴＣのオン持続時間またはオ
フセットは、ＤＴＸＷの少なくとも一部分を含むように構成される。いくつかの場合には
、ＤＭＴＣは、周波数のセットに対応するパラメータのセットを含む。いくつかの場合に
は、ＤＭＴＣは、ＵＥ１１５の接続モードのための構成を含む。いくつかの場合には、Ｄ
ＭＴＣは、ＵＥ１１５のアイドルモードのための構成を含む。
【０１５２】
　[0159]ページング構成要素６２５は、ＤＭＴＣに基づいてページングフレームを識別す
ることと、識別されたページングフレーム中にＵＥ１１５にページングメッセージを送信
することと、ページングフレームの数を決定することと、（ここで、ページングフレーム
の数は、ＤＭＴＣに関連するフレームと重複する候補ページングフレームの数によってス
ケーリングされ、ここで、ページングフレームは、ページングフレームの数に基づいて識
別される）、ＤＭＴＣに基づいてページングフレーム中のページング機会の数を決定する
こととを行い得る。
【０１５３】
　[0160]ＴＸＯＰ構成要素６３０は、送信機会の１つまたは複数のパラメータを識別する
ことと、ここで、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次回
のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間、また
は送信機会の全長を含む、ブロードキャストメッセージ中でまたはＣ－ＰＤＣＣＨ中で１
つまたは複数のパラメータを送信することとを行い得る。
【０１５４】
　[0161]送信機６３５は、ワイヤレスデバイス６００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機６３５は、トランシーバモジュール中で受信機
とコロケートされ得る。たとえば、送信機６３５は、図８を参照しながら説明されるトラ
ンシーバ８２５の態様の一例であり得る。送信機６３５は、単一のアンテナを利用し得る
か、またはそれは複数のアンテナを利用し得る。
【０１５５】
　[0162]図７は、ワイヤレスデバイス５００またはワイヤレスデバイス６００の対応する
構成要素の一例であり得る基地局ＤＭＴＣマネージャ７００のブロック図を示す。すなわ
ち、基地局ＤＭＴＣマネージャ７００は、図５および図６を参照しながら説明された基地
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局ＤＭＴＣマネージャ５１５または基地局ＤＭＴＣマネージャ６１０の態様の一例であり
得る。基地局ＤＭＴＣマネージャ７００は、図８を参照しながら説明される基地局ＤＭＴ
Ｃマネージャ８０５の態様の一例でもあり得る。
【０１５６】
　[0163]基地局ＤＭＴＣマネージャ７００は、ＤＭＴＣ構成要素７０５と、ＵＥフィード
バック構成要素７１０と、測定報告構成要素７１５と、パラメータ記憶構成要素７２０と
、タイプ指示構成要素７２５と、ＤＲＳ指示構成要素７３０と、ページング構成要素７３
５と、ＴＸＯＰ構成要素７４０と、ネイバーＤＴＸＷ構成要素７４５とを含み得る。これ
らのモジュールの各々は、直接または間接的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介
して）互いと通信し得る。
【０１５７】
　[0164]ＤＭＴＣ構成要素７０５は、ＤＴＸＷ周期性、ＤＴＸＷオフセット、またはＤＴ
ＸＷ長に基づいてネイバーセルの測定を実施することと、ここで、測定報告はその測定に
基づく、１つまたは複数の記憶されたパラメータに基づいて後続のＤＭＴＣを含む後続の
メッセージを送信することと、ＵＥのためのＤＭＴＣを識別することと、ＤＭＴＣを含む
メッセージをＵＥに送信することと、ここで、ＤＭＴＣは、ネイバーセルのＤＴＸＷに関
連する１つまたは複数のパラメータに基づく、を行うようにＵＥ１１５を構成し得る。
【０１５８】
　[0165]ＵＥフィードバック構成要素７１０は、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つ
または複数のパラメータのＵＥ推定値を示すシグナリングをＵＥ１１５から受信し得、こ
こで、ＵＥ推定値は、セルまたは周波数に関連し、ここで、１つまたは複数のパラメータ
は、推定値に基づいて決定される。
【０１５９】
　[0166]測定報告構成要素７１５は、ＵＥから測定報告を受信することと、ここで、ネイ
バーセルのＤＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータは、測定報告に基づいて決定
される、測定報告のタイムスタンプを識別することと、ここで、ネイバーセルのＤＴＸＷ
に関連する１つまたは複数のパラメータは、測定報告のタイムスタンプに基づいて決定さ
れる、を行い得る。
【０１６０】
　[0167]パラメータ記憶構成要素７２０は、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つまた
は複数のパラメータを記憶し得る。タイプ指示構成要素７２５は、ｅＳＩＢまたはＣ－Ｐ
ＤＣＣＨメッセージのフィールド中のサブフレームタイプの指示を送信することと、ここ
で、サブフレームタイプは、ＭＢＳＦＮタイプまたは非ＭＢＳＦＮタイプを含む、ＵＥ固
有レイヤ１シグナリング中でサブフレームタイプの指示を送信することとを行い得る。
【０１６１】
　[0168]ＤＲＳ指示構成要素７３０は、後続のサブフレームのためのＤＲＳ指示を送信す
ることと、後続のサブフレームのためのＤＲＳ指示を送信することと、後続のＤＲＳのた
めの制御領域制限の送信とを行い得る。
【０１６２】
　[0169]ページング構成要素７３５は、ＤＭＴＣに基づいてページングフレームを識別す
ることと、識別されたページングフレーム中にＵＥ１１５にページングメッセージを送信
することと、ページングフレームの数を決定することと、ＤＭＴＣに基づいてページング
フレーム中のページング機会の数を決定することとを行い得る。
【０１６３】
　[0170]ＴＸＯＰ構成要素７４０は、送信機会の１つまたは複数のパラメータを識別する
ことと、ここで、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次回
のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間、また
は送信機会の全長を含む、ブロードキャストメッセージ中でまたはＣ－ＰＤＣＣＨ中で１
つまたは複数のパラメータを送信することとを行い得る。
【０１６４】
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　[0171]ネイバーＤＴＸＷ構成要素７４５は、ネイバーセルのためのＤＴＸＷ周期性、Ｄ
ＴＸＷオフセット、またはＤＴＸＷ長を推定することと、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連
する１つまたは複数のパラメータを決定することとを行い得る。
【０１６５】
　[0172]図８は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポ
ートする構成されたデバイスを含む、ワイヤレスシステム８００の図を示す。たとえば、
システム８００は、図１、図２、図４Ａ、図４Ｂ、および図５～図７を参照しながら説明
されたように、ワイヤレスデバイス５００、ワイヤレスデバイス６００、または基地局１
０５の一例であり得る、基地局１０５－ｅを含み得る。基地局１０５－ｅはまた、通信を
送信するための構成要素と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデ
ータ通信のための構成要素を含み得る。たとえば、基地局１０５－ｅは、１つまたは複数
のＵＥ１１５（たとえば、ＵＥ１１５－ｃおよびＵＥ１１５－ｄ）と双方向に通信し得る
。
【０１６６】
　[0173]基地局１０５－ｅは、基地局ＤＭＴＣマネージャ８０５と、メモリ８１０と、プ
ロセッサ８２０と、トランシーバ８２５と、アンテナ８３０と、基地局通信モジュール８
３５と、ネットワーク通信モジュール８４０とをも含み得る。これらのモジュールの各々
は、直接または間接的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得
る。基地局ＤＭＴＣマネージャ８０５は、図５～図７を参照しながら説明されたように、
基地局ＤＭＴＣマネージャの一例であり得る。
【０１６７】
　[0174]メモリ８１０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ８１０は、実行されたとき、プロセッサに本明細書で説明さ
れる様々な機能（たとえば、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成など）を実施させる命
令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアを記憶し得る。いくつか
の場合には、ソフトウェア８１５は、プロセッサによって直接的に実行可能でないことが
あるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュータに本明細書で説明さ
れる機能を実施させ得る。プロセッサ８２０は、インテリジェントハードウェアデバイス
（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）など）を含み得る。
【０１６８】
　[0175]トランシーバ８２５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のアンテナ、
ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと
双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ８２５は、基地局１０５またはＵＥ１１５
と双方向に通信し得る。トランシーバ８２５はまた、パケットを変調し、変調されたパケ
ットを送信のためにアンテナに与えるための、およびアンテナから受信されたパケットを
復調するためのモデムを含み得る。いくつかの場合には、ワイヤレスデバイスは単一のア
ンテナ８３０を含み得る。しかしながら、いくつかの場合には、デバイスは、複数のワイ
ヤレス送信をコンカレントに（concurrently）送信または受信することが可能であり得る
２つ以上のアンテナ８３０を有し得る。
【０１６９】
　[0176]基地局通信モジュール８３５は、他の基地局１０５との通信を管理し得、他の基
地局１０５と協働してＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジュ
ーラを含み得る。たとえば、基地局通信モジュール８３５は、ビームフォーミングまたは
ジョイント送信などの様々な干渉緩和技法のためのＵＥ１１５への送信のためのスケジュ
ーリングを協調させ得る。いくつかの例では、基地局通信モジュール８３５は、基地局１
０５間の通信を行うために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ
２インターフェースを与え得る。
【０１７０】
　[0177]ネットワーク通信モジュール８４０は、（たとえば、１つまたは複数のワイヤー
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ドバックホールリンクを介して）コアネットワーク１３０－ａとの通信を管理し得る。た
とえば、ネットワーク通信モジュール８４０は、１つまたは複数のＵＥ１１５など、クラ
イアントデバイスのためのデータ通信の転送を管理し得る。
【０１７１】
　[0178]図９は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサポ
ートするワイヤレスデバイス９００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス９００は、
図１、図２、図４Ａ、および図４Ｂを参照しながら説明されたＵＥ１１５の態様の一例で
あり得る。ワイヤレスデバイス９００は、受信機９０５と、送信機９１０と、ＵＥ　ＤＭ
ＴＣマネージャ９１５とを含み得る。ワイヤレスデバイス９００はプロセッサをも含み得
る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【０１７２】
　[0179]受信機９０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、ならびにＤＴＸＷ検出および発
見信号測定構成に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の
構成要素に受け渡され得る。受信機９０５は、図１２を参照しながら説明されるトランシ
ーバ１２２５の態様の一例であり得る。
【０１７３】
　[0180]送信機９１０は、ワイヤレスデバイス９００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機９１０は、トランシーバモジュール中で受信機
とコロケートされ得る。たとえば、送信機９１０は、図１２を参照しながら説明されるト
ランシーバ１２２５の態様の一例であり得る。送信機９１０は単一のアンテナを含み得る
か、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【０１７４】
　[0181]ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ９１５は、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つま
たは複数のパラメータの指示を送信することと、１つまたは複数のパラメータに基づくＤ
ＭＴＣを含むメッセージを受信することとを行い得る。ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ９１５
はまた、アイドルモード動作のためのＤＭＴＣを識別することと、ＤＭＴＣのオン持続時
間中にページングチャネルを監視することと、監視することに基づいてページングメッセ
ージを受信することとを行い得る。ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ９１５はまた、ブロードキ
ャストチャネルまたはＰＤＣＣＨを使用してメッセージを受信することと、受信されたメ
ッセージに基づいて送信機会の１つまたは複数のパラメータを識別することとを行い得、
ここで、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップ
リンクサブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間、または送信機
会の全長を含む。ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ９１５は、図１２を参照しながら説明される
ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１２０５の態様の一例でもあり得る。
【０１７５】
　[0182]図１０は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサ
ポートするワイヤレスデバイス１０００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１００
０は、図１、図２、図４Ａ、図４Ｂ、および図９を参照しながら説明されたワイヤレスデ
バイス９００またはＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１０００は
、受信機１００５と、ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１０１０と、送信機１０３５とを含み得
る。ワイヤレスデバイス１０００はプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は
互いと通信していることがある。
【０１７６】
　[0183]受信機１００５は、デバイスの他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る
。受信機１００５はまた、図９の受信機９０５を参照しながら説明された機能を実施し得
る。受信機１００５は、図１２を参照しながら説明されるトランシーバ１２２５の態様の
一例であり得る。
【０１７７】
　[0184]ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１０１０は、図９を参照しながら説明されるＵＥ　Ｄ
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ＭＴＣマネージャ９１５の態様の一例であり得る。ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１０１０は
、ネイバーＤＴＸＷ構成要素１０１５と、ＵＥ　ＤＭＴＣ構成要素１０２０と、ページン
グ構成要素１０２５と、ＴＸＯＰ構成要素１０３０とを含み得る。ＵＥ　ＤＭＴＣマネー
ジャ１０１０は、図１２を参照しながら説明されるＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１２０５の
態様の一例であり得る。
【０１７８】
　[0185]ネイバーＤＴＸＷ構成要素１０１５は、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つ
または複数のパラメータの指示を送信することと、ネイバーセルのＤＲＳを識別すること
と、ここで、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータの指示はＤ
ＲＳに基づく、ＤＲＳに基づいてネイバーセルのＤＴＸＷを識別することと、ＤＴＸＷが
発生するシステムフレーム番号に基づいてネイバーセルのＤＴＸＷを識別することとを行
い得る。
【０１７９】
　[0186]いくつかの場合には、ネイバーセルのＤＴＸＷは、ＰＳＳ、ＳＳＳ、またはＣＲ
Ｓのシグネチャに基づいて識別される。いくつかの場合には、ネイバーセルのＤＴＸＷは
、ＰＢＣＨ送信の冗長バージョンに基づいて識別される。いくつかの場合には、ネイバー
セルのＤＴＸＷは、ＭＩＢのフィールドに基づいて識別される。いくつかの場合には、ネ
イバーセルのＤＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータは、ＤＴＸＷオフセットパ
ラメータ、ＤＴＸＷ周期性パラメータ、またはＤＴＸＷ長パラメータを含む。いくつかの
場合には、指示は、測定報告のタイムスタンプを含む。
【０１８０】
　[0187]ＵＥ　ＤＭＴＣ構成要素１０２０は、１つまたは複数のパラメータに基づくＤＭ
ＴＣを含むメッセージを受信することと、ＤＭＴＣに基づいてアイドルモードにある間ネ
イバーセル上で測定を実施することと、ＤＭＴＣの接続モード構成とトリガ条件とに基づ
いてネイバーセルまたはサービングセルを監視することと、ＤＭＴＣの接続モード構成に
関連するＤＭＴＣ間隔の外部の期間中にトリガ条件に基づいてネイバーセルを監視するこ
とと、ＤＭＴＣに基づいてＤＲＳについてネイバーセルを監視することと、アイドルモー
ド動作のためのＤＭＴＣを識別することとを行い得る。
【０１８１】
　[0188]いくつかの場合には、ＤＭＴＣは、接続モードＲＲＭ測定またはＲＬＭ測定のた
めの構成を含む。いくつかの場合には、ＤＭＴＣの周期性は、ＤＴＸＷの周期性の整数倍
数または整数約数であり、あるいは、ここで、ＤＭＴＣのオン持続時間またはオフセット
は、ＤＴＸＷの少なくとも一部分を含むように構成される。
【０１８２】
　[0189]ページング構成要素１０２５は、ＤＭＴＣのオン持続時間中にページングチャネ
ルを監視することと監視することに基づいてページングメッセージを受信することと、ペ
ージングフレームの割り当てられたページング機会中のページングメッセージを観測した
後にページングフレーム中にページングチャネルをさらに監視することを控えることとを
行い得る。
【０１８３】
　[0190]ＴＸＯＰ構成要素１０３０は、ブロードキャストチャネルまたはＣ－ＰＤＣＣＨ
を使用してメッセージを受信することと、受信されたメッセージに基づいて送信機会の１
つまたは複数のパラメータを識別することと、ここで、１つまたは複数のパラメータは、
次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンク
バーストの開始および持続時間、または送信機会の全長を含む、１つまたは複数のパラメ
ータに基づいて前に与えられたＵＬ許可に対応するＵＬ送信を実施すべきかどうかを決定
することと、ここで、ＵＬ送信は、ＰＵＳＣＨ送信、ＰＵＣＣＨ送信、またはＰＲＡＣＨ
送信を含む、を行い得る。
【０１８４】
　[0191]送信機１０３５は、ワイヤレスデバイス１０００の他の構成要素から受信された
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信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１０３５は、トランシーバモジュール中で
受信機とコロケートされ得る。たとえば、送信機１０３５は、図１２を参照しながら説明
されるトランシーバ１２２５の態様の一例であり得る。送信機１０３５は、単一のアンテ
ナを利用し得るか、またはそれは複数のアンテナを利用し得る。
【０１８５】
　[0192]図１１は、ワイヤレスデバイス９００またはワイヤレスデバイス１０００の対応
する構成要素の一例であり得るＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１１００のブロック図を示す。
すなわち、ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１１００は、図９および図１０を参照しながら説明
されたＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ９１５またはＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１０１０の態様
の一例であり得る。ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１１００は、図１２を参照しながら説明さ
れるＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１２０５の態様の一例でもあり得る。
【０１８６】
　[0193]ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１１００は、スクランブリングコード構成要素１１０
５と、ＤＲＳシンボル構成要素１１１０と、デコーダ１１１５と、サブフレーム番号構成
要素１１２０と、トリガ識別構成要素１１２５と、ネイバーＤＴＸＷ構成要素１１３０と
、ＤＲＸ構成要素１１３５と、ページング構成要素１１４０と、ＵＥ　ＤＭＴＣ構成要素
１１４５と、ＴＸＯＰ構成要素１１５０とを含み得る。これらのモジュールの各々は、直
接または間接的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得る。
【０１８７】
　[0194]スクランブリングコード構成要素１１０５は、ＣＲＳスクランブリングコードが
、予想されるサブフレームインデックスに一致しないと決定することと、ここで、予想さ
れるサブフレームインデックスは、知られているＣＲＳスクランブリングコードを有する
第１のサブフレームと第２のサブフレームとの間の時間に基づいて、または明示的にサブ
フレームインデックス指示に基づいて決定される、サブフレーム番号に基づいて、サブフ
レーム固有スクランブリング情報、あるいはページング制御またはデータ復号のための探
索空間情報を識別することと、複数仮説検定を使用してｅＳＩＢの１つまたは複数のスク
ランブリングコードを決定することとを行い得る。いくつかの場合には、ｅＳＩＢのＰＤ
ＳＣＨ部分のために使用されるスクランブリングコードおよびｅＳＩＢのための制御チャ
ネル探索空間は、サブフレームインデックスに基づく。いくつかの場合には、ｅＳＩＢの
ＰＤＳＣＨ部分またはｅＳＩＢのための制御チャネル探索空間のために、あるいはページ
ングチャネルのために使用されるスクランブリングコードは、ｅＳＩＢのＰＤＳＣＨ部分
と同じサブフレーム中にＣＲＳ送信によって使用されるスクランブリングコードに基づく
。
【０１８８】
　[0195]ＤＲＳシンボル構成要素１１１０は、ＤＲＳの一部分を含むいくつかのシンボル
を識別し得る。サブフレーム番号構成要素１１２０は、ＰＢＣＨ復号を使用してサブフレ
ーム番号を決定し得る。
【０１８９】
　[0196]デコーダ１１１５は、いくつかのシンボルに基づいてｅＳＩＢを復号するか、所
定の数のシンボルの明示的指示の不在下で所定の数のシンボルを使用してｅＳＩＢを復号
するか、あるいは１つまたは複数のスクランブリングコードに基づいてｅＳＩＢまたはペ
ージングメッセージを復号し得る。
【０１９０】
　[0197]トリガ識別構成要素１１２５は、信号品質状態、ＵＥのロケーション、または日
和見的測定状態を含む、トリガ条件を識別し、トリガ条件を識別し得る。いくつかの場合
には、トリガ条件は、基地局からの明示的信号を含む。いくつかの場合には、トリガ条件
は、１つまたは複数のハンドオーバ状態の識別、またはサービングセルからの低い信号レ
ベルの識別を含む。
【０１９１】
　[0198]ネイバーＤＴＸＷ構成要素１１３０は、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つ
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または複数のパラメータの指示を送信することと、ネイバーセルのＤＲＳを識別すること
と、ここで、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータの指示はＤ
ＲＳに基づく、ＤＲＳに基づいてネイバーセルのＤＴＸＷを識別することと、ＤＴＸＷが
発生するシステムフレーム番号に基づいてネイバーセルのＤＴＸＷを識別することとを行
い得る。
【０１９２】
　[0199]ＤＲＸ構成要素１１３５は、サービングセルから接続モード間欠受信（Ｃ－ＤＲ
Ｘ）構成を受信することと、Ｃ－ＤＲＸ構成のオン持続時間中にサービングセルからのス
ケジューリング送信の不在を識別することと、オン持続時間に続くサービングセルのＤＴ
ＸＷ中にスケジューリング送信についてサービングセルを監視することとを行い得る。
【０１９３】
　[0200]ページング構成要素１１４０は、ＤＭＴＣのオン持続時間中にページングチャネ
ルを監視することと監視することに基づいてページングメッセージを受信することと、ペ
ージングフレームの割り当てられたページング機会中のページングメッセージを観測した
後にページングフレーム中にページングチャネルをさらに監視することを控えることとを
行い得る。
【０１９４】
　[0201]ＵＥ　ＤＭＴＣ構成要素１１４５は、１つまたは複数のパラメータに基づくＤＭ
ＴＣを含むメッセージを受信することと、ＤＭＴＣに基づいてアイドルモードにある間ネ
イバーセル上で測定を実施することと、ＤＭＴＣの接続モード構成とトリガ条件とに基づ
いてネイバーセルまたはサービングセルを監視することと、ＤＭＴＣの接続モード構成に
関連するＤＭＴＣ間隔の外部の期間中にトリガ条件に基づいてネイバーセルを監視するこ
とと、ＤＭＴＣに基づいてＤＲＳについてネイバーセルを監視することと、アイドルモー
ド動作のためのＤＭＴＣを識別することとを行い得る。
【０１９５】
　[0202]ＴＸＯＰ構成要素１１５０は、ブロードキャストチャネルまたはＣ－ＰＤＣＣＨ
を使用してメッセージを受信することと、受信されたメッセージに基づいて送信機会の１
つまたは複数のパラメータを識別することと、ここで、１つまたは複数のパラメータは、
次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンク
バーストの開始および持続時間、または送信機会の全長を含む、１つまたは複数のパラメ
ータに基づいて前に与えられたＵＬ許可に対応するＵＬ送信を実施すべきかどうかを決定
することとを行い得る。
【０１９６】
　[0203]図１２は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とをサ
ポートするデバイスを含むシステム１２００の図を示す。たとえば、システム１２００は
、図１、図２、図４Ａ、図４Ｂ、および図９～図１１を参照しながら説明されたように、
ワイヤレスデバイス９００、ワイヤレスデバイス１０００、またはＵＥ１１５の一例であ
り得る、ＵＥ１１５－ｅを含み得る。
【０１９７】
　[0204]ＵＥ１１５－ｅはまた、ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ１２０５と、メモリ１２１０
と、プロセッサ１２２０と、トランシーバ１２２５と、アンテナ１２３０と、ＥＣＣモジ
ュール１２３５とを含み得る。これらのモジュールの各々は、直接または間接的に、（た
とえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得る。ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ
１２０５は、図９～図１１を参照しながら説明されたように、ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャ
の一例であり得る。
【０１９８】
　[0205]メモリ１２１０はＲＡＭとＲＯＭとを含み得る。メモリ１２１０は、実行された
とき、プロセッサに本明細書で説明される様々な機能（たとえば、ＤＴＸＷ検出および発
見信号測定構成など）を実施させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能
ソフトウェアを記憶し得る。いくつかの場合には、ソフトウェア１２１５は、プロセッサ
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によって直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行された
とき）コンピュータに本明細書で説明される機能を実施させ得る。プロセッサ１２２０は
、インテリジェントハードウェアデバイス（たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、
ＡＳＩＣなど）を含み得る。
【０１９９】
　[0206]トランシーバ１２２５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のアンテナ
、ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワーク
と双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ１２２５は、基地局１０５またはＵＥ１
１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１２２５はまた、パケットを変調し、変調され
たパケットを送信のためにアンテナに与えるための、およびアンテナから受信されたパケ
ットを復調するためのモデムを含み得る。
【０２００】
　[0207]いくつかの場合には、ワイヤレスデバイスは単一のアンテナ１２３０を含み得る
。しかしながら、いくつかの場合には、デバイスは、複数のワイヤレス送信をコンカレン
トに送信または受信することが可能であり得る２つ以上のアンテナ１２３０を有し得る。
【０２０１】
　[0208]ＥＣＣモジュール１２３５は、図１を参照しながら上記で説明されたように、ｅ
ＣＣを使用して動作を可能にし得る。たとえば、ＥＣＣモジュール１２３５は、無認可ス
ペクトルを使用して動作を可能にし得る。
【０２０２】
　[0209]図１３は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成の
ための方法１３００を示すフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図１、図２、
図４Ａ、図４Ｂ、および図５～図８を参照しながら説明されたように、基地局１０５など
のデバイスまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１３００の動作
は、本明細書で説明されるように、基地局ＤＭＴＣマネージャによって実施され得る。い
くつかの例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実施するようにデバイスの機
能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１
０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実施し得る。
【０２０３】
　[0210]ブロック１３０５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら上記で
説明されたように、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータを決
定し得る。いくつかの例では、ブロック１３０５の動作は、図６および図７を参照しなが
ら説明されたように、ネイバーＤＴＸＷ構成要素によって実施され得る。
【０２０４】
　[0211]ブロック１３１０において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら上記で
説明されたように、ＤＭＴＣを含むメッセージをＵＥ１１５に送信し得、ここで、ＤＭＴ
Ｃは、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータに基づく。いくつ
かの例では、ブロック１３１０の動作は、図６および図７を参照しながら説明されたよう
に、ＤＭＴＣ構成要素によって実施され得る。
【０２０５】
　[0212]図１４は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成の
ための方法１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１、図２、
図４Ａ、図４Ｂ、および図５～図８を参照しながら説明されたように、基地局１０５など
のデバイスまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１４００の動作
は、本明細書で説明されるように、基地局ＤＭＴＣマネージャによって実施され得る。い
くつかの例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実施するようにデバイスの機
能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１
０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実施し得る。
【０２０６】
　[0213]ブロック１４０５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら上記で
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説明されたように、ＵＥ１１５のためのＤＭＴＣを識別し得る。いくつかの例では、ブロ
ック１４０５の動作は、図６および図７を参照しながら説明されたように、ＤＭＴＣ構成
要素によって実施され得る。
【０２０７】
　[0214]ブロック１４１０において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら上記で
説明されたように、ＤＭＴＣに基づいてページングフレームを識別し得る。いくつかの例
では、ブロック１４１０の動作は、図６および図７を参照しながら説明されたように、ペ
ージング構成要素によって実施され得る。
【０２０８】
　[0215]ブロック１４１５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら上記で
説明されたように、識別されたページングフレーム中にＵＥ１１５にページングメッセー
ジを送信し得る。いくつかの例では、ブロック１４１５の動作は、図６および図７を参照
しながら説明されたように、ページング構成要素によって実施され得る。
【０２０９】
　[0216]図１５は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成の
ための方法１５００を示すフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１、図２、
図４Ａ、図４Ｂ、および図９～図１２を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５など
のデバイスまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１５００の動作
は、本明細書で説明されるように、ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャによって実施され得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実施するようにデバイスの機能
要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５
は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実施し得る。
【０２１０】
　[0217]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら上記で説
明されたように、ネイバーセルのＤＴＸＷに関連する１つまたは複数のパラメータの指示
を送信し得る。いくつかの例では、ブロック１５０５の動作は、図１０および図１１を参
照しながら説明されたように、ネイバーＤＴＸＷ構成要素によって実施され得る。
【０２１１】
　[0218]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら上記で説
明されたように、１つまたは複数のパラメータに基づくＤＭＴＣを含むメッセージを受信
し得る。いくつかの例では、ブロック１５１０の動作は、図１０および図１１を参照しな
がら説明されたように、ＵＥ　ＤＭＴＣ構成要素によって実施され得る。
【０２１２】
　[0219]図１６は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成の
ための方法１６００を示すフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１、図２、
図４Ａ、図４Ｂ、および図９～図１２を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５など
のデバイスまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１６００の動作
は、本明細書で説明されるように、ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャによって実施され得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実施するようにデバイスの機能
要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５
は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実施し得る。
【０２１３】
　[0220]ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら上記で説
明されたように、アイドルモード動作のためのＤＭＴＣを識別し得る。いくつかの例では
、ブロック１６０５の動作は、図１０および図１１を参照しながら説明されたように、Ｕ
Ｅ　ＤＭＴＣ構成要素によって実施され得る。
【０２１４】
　[0221]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら上記で説
明されたように、ＤＭＴＣのオン持続時間中にページングチャネルを監視し監視すること
に基づいてページングメッセージを受信し得る。いくつかの例では、ブロック１６１０の
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動作は、図１０および図１１を参照しながら説明されたように、ページング構成要素によ
って実施され得る。
【０２１５】
　[0222]図１７は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成の
ための方法１７００を示すフローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１、図２、
図４Ａ、図４Ｂ、および図５～図８を参照しながら説明されたように、基地局１０５など
のデバイスまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１７００の動作
は、本明細書で説明されるように、基地局ＤＭＴＣマネージャによって実施され得る。い
くつかの例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実施するようにデバイスの機
能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１
０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実施し得る。
【０２１６】
　[0223]ブロック１７０５において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら上記で
説明されたように、送信機会の１つまたは複数のパラメータを識別し得、ここで、１つま
たは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム、次回のアップリンクサブフレ
ーム、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間、または送信機会の全長を含む
。いくつかの例では、ブロック１７０５の動作は、図６および図７を参照しながら説明さ
れたように、ＴＸＯＰ構成要素によって実施され得る。
【０２１７】
　[0224]ブロック１７１０において、基地局１０５は、図２～図４を参照しながら上記で
説明されたように、ブロードキャストメッセージ中でまたはＣ－ＰＤＣＣＨ中で１つまた
は複数のパラメータを送信し得る。いくつかの例では、ブロック１７１０の動作は、図６
および図７を参照しながら説明されたように、ＴＸＯＰ構成要素によって実施され得る。
【０２１８】
　[0225]図１８は、本開示の様々な態様による、ＤＴＸＷ検出および発見信号測定構成の
ための方法１８００を示すフローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１、図２、
図４Ａ、図４Ｂ、および図９～図１２を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５など
のデバイスまたはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１８００の動作
は、本明細書で説明されるように、ＵＥ　ＤＭＴＣマネージャによって実施され得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実施するようにデバイスの機能
要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５
は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実施し得る。
【０２１９】
　[0226]ブロック１８０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら上記で説
明されたように、ブロードキャストチャネルまたはＣ－ＰＤＣＣＨを使用してメッセージ
を受信し得る。いくつかの例では、ブロック１８０５の動作は、図１０および図１１を参
照しながら説明されたように、ＴＸＯＰ構成要素によって実施され得る。
【０２２０】
　[0227]ブロック１８１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら上記で説
明されたように、受信されたメッセージに基づいて送信機会の１つまたは複数のパラメー
タを識別し得、ここで、１つまたは複数のパラメータは、次回のスペシャルサブフレーム
、次回のアップリンクサブフレーム、次回のアップリンクバーストの開始および持続時間
、または送信機会の全長を含む。いくつかの例では、ブロック１８１０の動作は、図１０
および図１１を参照しながら説明されたように、ＴＸＯＰ構成要素によって実施され得る
。
【０２２１】
　[0228]これらの方法は可能な実装形態を表すこと、ならびに動作およびステップは、他
の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得るこ
とに留意されたい。いくつかの例では、図１３、図１４、図１５、図１６、図１７、また
は図１８を参照しながら説明された方法１３００、１４００、１５００、１６００、１７
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００、または１８００のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わせられ得る。た
とえば、方法の各々の態様は、他の方法のステップまたは態様、あるいは本明細書で説明
される他のステップまたは技法を含み得る。したがって、本開示の態様は、ＤＴＸＷ検出
と発見信号測定構成とを与え得る。
【０２２２】
　[0229]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
た一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべきでなく、本明細書
で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【０２２３】
　[0230]本明細書で説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求
の範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プロ
セッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤ
リング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装す
る特徴はまた、異なる物理ロケーションにおいて機能の部分が実装されるように分散され
ることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細
書で使用される場合、「および／または」という用語は、２つ以上の項目の列挙中で使用
されるとき、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または列
挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえば
、組成が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいるものとして表される場合、その
組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、
またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて、本
明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」または「
のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、
たとえば、項目の列挙「のうちの少なくとも１つ」を指す句が、単一のメンバーを含む、
それらの項目の任意の組合せを指すような包括的列挙を示す。一例として、「Ａ、Ｂ、ま
たはＣのうちの少なくとも１つ」は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、およびＡ－
Ｂ－Ｃ、ならびに複数の同じ要素をもつ任意の組合せ（たとえば、Ａ－Ａ、Ａ－Ａ－Ａ、
Ａ－Ａ－Ｂ、Ａ－Ａ－Ｃ、Ａ－Ｂ－Ｂ、Ａ－Ｃ－Ｃ、Ｂ－Ｂ、Ｂ－Ｂ－Ｂ、Ｂ－Ｂ－Ｃ、
Ｃ－Ｃ、およびＣ－Ｃ－Ｃ、またはＡ、Ｂ、およびＣの任意の他の順序）を包含するもの
とする。
【０２２４】
　[0231]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意
の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もし
くは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、
任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読
媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブ
ル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソー
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スから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、
または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる
。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーデ
ィスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（
ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）
ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し
、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２２５】
　[0232]本明細書で説明される技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、ＯＦＤＭＡ、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信シス
テムのために使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばし
ば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無
線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０
００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０お
よびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩ
Ａ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（Ｈ
ＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣ
ＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、（モバイ
ル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile communi
cations））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブ
ロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８
０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０
、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ユニバーサルモバイルテレコ
ミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System
））の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）　ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－
Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴ
ＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文
書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体か
らの文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、上述のシステムおよび無線技
術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ただし、本明細書の説
明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語
が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【０２２６】
　[0233]本明細書で説明されるネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークで
は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を表すために使用され得る
。本明細書で説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプのｅ
ＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを
含み得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他の
タイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じ
て、基地局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア（ＣＣ）、あるい
はキャリアまたは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用
され得る３ＧＰＰ用語である。
【０２２７】
　[0234]基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、ＡＰ、無線トランシーバ、ノード
Ｂ、ｅＮＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語を含み
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得るか、あるいはそのように当業者によって呼ばれることがある。基地局のための地理的
カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分割され得る。
本明細書で説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプの基地
局（たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）を含み得る。本明細書で説
明されるＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む様々なタ
イプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。異なる技術のた
めの重複する地理的カバレージエリアがあり得る。いくつかの場合には、異なるカバレー
ジエリアは異なる通信技術に関連し得る。いくつかの場合には、１つの通信技術のための
カバレージエリアは、別の技術に関連するカバレージエリアと重複し得る。異なる技術は
、同じ基地局にまたは異なる基地局に関連し得る。
【０２２８】
　[0235]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じま
たは異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力基地局
である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマイクロ
セルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワー
クプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また
、フェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセル
との関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユ
ーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢ
はマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢ
は、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セル（たとえば、ＣＣ）を
サポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む
、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【０２２９】
　[0236]本明細書で説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期動作ま
たは非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミング
を有し得、異なる基地局からの送信は時間的に近似的に整合され得る。非同期動作の場合
、基地局は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合
されないことがある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれ
かのために使用され得る。
【０２３０】
　[0237]本明細書で説明されるＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、ＵＬ
送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図１および図２のワイヤレス
通信システム１００およびワイヤレス通信システム２００を含む、本明細書で説明される
各通信リンクは、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサ
ブキャリアからなる信号（たとえば、異なる周波数の波形信号）であり得る。各被変調信
号は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネル
など）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。本明細書で説明される通
信リンク（たとえば、図１の通信リンク１２５）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）を使用し
て（たとえば、対スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使
用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤ
Ｄ（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ２
）のためのフレーム構造が定義され得る。
【０２３１】
　[0238]したがって、本開示の態様は、ＤＴＸＷ検出と発見信号測定構成とを与え得る。
これらの方法は可能な実装形態を表すこと、ならびに動作およびステップは、他の実装形
態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意
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されたい。いくつかの例では、方法のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わせ
られ得る。
【０２３２】
　[0239]本明細書の開示に関して説明される様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、フィールドプログラ
マブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートま
たはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明される機能
を実施するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実施され得る。汎
用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従
来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プ
ロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ（たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセ
ッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマ
イクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成）としても実装され得る。したがっ
て、本明細書で説明される機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）に
よって、少なくとも１つの集積回路（ＩＣ）上で実施され得る。様々な例では、当技術分
野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、異なるタイプの集積回路（たとえば
、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩ
Ｃ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数
の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メ
モリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０２３３】
　[0240]添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに
、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成
要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベ
ルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず
、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【０２３４】
　[0241]本明細書で使用される「に基づいて」という句は、条件の閉集合への参照として
解釈されないものとする。たとえば、「条件Ａに基づいて」と記述された例示的なステッ
プは、本開示の範囲から逸脱することなく条件Ａと条件Ｂの両方に基づき得る。言い換え
れば、本明細書で使用される「に基づいて」という句は、「に少なくとも部分的に基づい
て」という句と同様にして解釈されるものとする。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための２ステップ
ランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセットを
識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための４ステ
ップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセッ
トを識別することと、
　基地局の通信チャネルのチャネルメトリックに少なくとも部分的に基づいて、ランダム
アクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの前記第２の
サブセットのうちの１つを選択することと、
　リソースの前記選択されたサブセットを使用してランダムアクセスメッセージを送信す
ることと
を備える、方法。
　［Ｃ２］
　前記選択することが、前記通信チャネルのチャネル品質に少なくとも部分的に基づく、
Ｃ１に記載の方法。
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　［Ｃ３］
　前記選択することが、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダ
ムアクセスリソースの前記第２のサブセットを選択するための１つまたは複数の構成され
たしきい値に少なくとも部分的に基づく、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするためのユーザ機器
（ＵＥ）による使用のための２ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダム
アクセスリソースの第１のサブセットを識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための前記Ｕ
Ｅによる使用のための４ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセ
スリソースの第２のサブセットを識別することと、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの
前記第２のサブセットのうちの１つを選択するための前記ＵＥのための１つまたは複数の
選択基準を構成することと、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセット、または前記選択基準のうちの１つまたは複数の指示を前記ＵＥに送信
することと
を備える、方法。
　［Ｃ６］
　前記１つまたは複数の選択基準が、前記ＵＥに関連する通信チャネルのチャネル品質し
きい値を含む、
Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記１つまたは複数の選択基準が、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット
またはランダムアクセスリソースの前記第２のサブセットを選択するための１つまたは複
数の構成されたしきい値を含む、
Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ８］
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、前記装置に、
　　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための２ステッ
プランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセット
を識別することと、
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　　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための４ス
テップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセ
ットを識別することと、
　　基地局の通信チャネルのチャネルメトリックに少なくとも部分的に基づいて、ランダ
ムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットのうちの１つを選択することと、
　　リソースの前記選択されたサブセットを使用してランダムアクセスメッセージを送信
することと
を行わせるように動作可能である、
装置。
　［Ｃ１０］
　前記メモリに記憶された前記命令が、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装
置に、
　前記通信チャネルのチャネル品質に少なくとも部分的に基づいて、ランダムアクセスリ
ソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの前記第２のサブセット
のうちの１つを選択すること
を行わせるように動作可能である、Ｃ９に記載の装置。
　［Ｃ１１］
　前記メモリに記憶された前記命令が、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装
置に、
　１つまたは複数の構成されたしきい値に少なくとも部分的に基づいて、ランダムアクセ
スリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの前記第２のサブセ
ットのうちの１つを選択すること
を行わせるように動作可能である、Ｃ９に記載の装置。
　［Ｃ１２］
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
Ｃ９に記載の装置。
　［Ｃ１３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、前記装置に、
　　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするためのユーザ機
器（ＵＥ）による使用のための２ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダ
ムアクセスリソースの第１のサブセットを識別することと、
　　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための前記
ＵＥによる使用のための４ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアク
セスリソースの第２のサブセットを識別することと、
　　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソース
の前記第２のサブセットのうちの１つを選択するための前記ＵＥのための１つまたは複数
の選択基準を構成することと、
　　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット、ランダムアクセスリソースの前
記第２のサブセット、または前記選択基準のうちの１つまたは複数の指示を前記ＵＥに送
信することと
を行わせるように動作可能である、
装置。
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　［Ｃ１４］
　前記１つまたは複数の選択基準が、前記ＵＥに関連する通信チャネルのチャネル品質し
きい値を含む、
Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　前記１つまたは複数の選択基準が、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット
またはランダムアクセスリソースの前記第２のサブセットを選択するための１つまたは複
数の構成されたしきい値を含む、
Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１６］
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードが、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための２ステップ
ランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセットを
識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための４ステ
ップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセッ
トを識別することと、
　基地局の通信チャネルのチャネルメトリックに少なくとも部分的に基づいて、ランダム
アクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの前記第２の
サブセットのうちの１つを選択することと、
　リソースの前記選択されたサブセットを使用してランダムアクセスメッセージを送信す
ることと
を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ１８］
　前記命令が、
　前記通信チャネルのチャネル品質に少なくとも部分的に基づいて、ランダムアクセスリ
ソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの前記第２のサブセット
のうちの１つを選択すること
を行うために実行可能である、Ｃ１７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ１９］
　前記命令が、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの
前記第２のサブセットを選択するための１つまたは複数の構成されたしきい値に少なくと
も部分的に基づいて、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダム
アクセスリソースの前記第２のサブセットのうちの１つを選択すること
を行うために実行可能である、Ｃ１７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２０］
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
Ｃ１７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２１］
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　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードが、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするためのユーザ機器
（ＵＥ）による使用のための２ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダム
アクセスリソースの第１のサブセットを識別することと、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための前記Ｕ
Ｅによる使用のための４ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセ
スリソースの第２のサブセットを識別することと、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの
前記第２のサブセットのうちの１つを選択するための前記ＵＥのための１つまたは複数の
選択基準を構成することと、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセット、または前記選択基準のうちの１つまたは複数の指示を前記ＵＥに送信
することと
を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数の選択基準が、前記ＵＥに関連する通信チャネルのチャネル品質し
きい値を含む、
Ｃ２１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数の選択基準が、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット
またはランダムアクセスリソースの前記第２のサブセットを選択するための１つまたは複
数の構成されたしきい値を含む、
Ｃ２１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２４］
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットが、ランダムアクセスリソースのセ
ットのインターレースの第１のサブセットを備え、ランダムアクセスリソースの前記第２
のサブセットが、ランダムアクセスリソースの前記セットのインターレースの第２のサブ
セットを備える、
Ｃ２１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための２ステップ
ランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第１のサブセットを
識別するための手段と、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための４ステ
ップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセスリソースの第２のサブセッ
トを識別するための手段と、
　基地局の通信チャネルのチャネルメトリックに少なくとも部分的に基づいて、ランダム
アクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの前記第２の
サブセットのうちの１つを選択するための手段と、
　リソースの前記選択されたサブセットを使用してランダムアクセスメッセージを送信す
るための手段と
を備える、装置。
　［Ｃ２６］
　選択するための前記手段が、前記通信チャネルのチャネル品質に少なくとも部分的に基
づいて動作可能である、
Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ２７］
　選択するための前記手段が、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたは
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ランダムアクセスリソースの前記第２のサブセットを選択するための１つまたは複数の構
成されたしきい値に少なくとも部分的に基づいて動作可能である、
Ｃ２５に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするためのユーザ機器
（ＵＥ）による使用のための２ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダム
アクセスリソースの第１のサブセットを識別するための手段と、
　前記共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスリソースにアクセスするための前記Ｕ
Ｅによる使用のための４ステップランダムアクセスプロシージャのためのランダムアクセ
スリソースの第２のサブセットを識別するための手段と、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセットまたはランダムアクセスリソースの
前記第２のサブセットのうちの１つを選択するための前記ＵＥのための１つまたは複数の
選択基準を構成するための手段と、
　ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット、ランダムアクセスリソースの前記
第２のサブセット、または前記選択基準のうちの１つまたは複数の指示を前記ＵＥに送信
するための手段と
を備える、装置。
　［Ｃ２９］
　前記１つまたは複数の選択基準が、前記ＵＥに関連する通信チャネルのチャネル品質し
きい値を含む、
Ｃ２８に記載の装置。
　［Ｃ３０］
　前記１つまたは複数の選択基準が、ランダムアクセスリソースの前記第１のサブセット
またはランダムアクセスリソースの前記第２のサブセットを選択するための１つまたは複
数の構成されたしきい値を含む、
Ｃ２８に記載の装置。
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